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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）第１の方向に延び、一端が走査信号駆動回路に接続されたＭ本の走査信号線、
　（ｂ）第２の方向に延び、一端が映像信号駆動回路に接続されたＮ本の映像信号線、
　（ｃ）走査信号線と映像信号線との交差部に配置され、走査信号線の走査信号に応じて
動作するスイッチング素子、及び、
　（ｄ）各スイッチング素子に対応して設けられた、反射型の表示領域と透過型の表示領
域とを有する単位表示領域、
を備えた横電界駆動型の半透過型液晶表示装置であって、
　単位表示領域には、
　（Ａ）反射型の表示領域を構成する第１画素電極と第１対向電極、
　（Ｂ）第１画素電極と第１対向電極との間の電位差を保持するための第１保持容量、
　（Ｃ）透過型の表示領域を構成する第２画素電極と第２対向電極、及び、
　（Ｄ）第２画素電極と第２対向電極との間の電位差を保持するための第２保持容量、
が備えられており、
　第１対向電極には、第１の電圧が印加され、
　第２対向電極には、第１の電圧とは異なる第２の電圧が印加され、
　第１の電圧をＶ1、第２の電圧をＶ2、Ｖ1とＶ2のうち電圧が高いものをＨｉ（Ｖ1，Ｖ2

）、Ｖ1とＶ2のうち電圧が低いものをＬｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）と表すとき、Ｈｉ（Ｖ1，Ｖ2）
以下の電圧であり、且つ、Ｌｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）以上の電圧である第３の電圧が、走査信号
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線の走査信号に応じたスイッチング素子の動作に基づいて、映像信号駆動回路から映像信
号線を介して第１画素電極と第２画素電極とに印加され、
　或る１フレームを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線による走査が完了
したとき、第ｍ番目（但し、ｍ＝１，２，…，Ｍ）の走査信号線に対応する各単位表示領
域において、
　第１対向電極には、第１の電圧Ｖ1_mが印加されており、
　第２対向電極には、第２の電圧Ｖ2_mが印加されており、
　Ｐ本（但し、Ｐ＝２Ｍ）の共通電極線を備えており、
　第ｍ番目の走査信号線に対応する各単位表示領域の第１対向電極あるいは第２対向電極
のうち、いずれか一方の対向電極と第ｐ番目（但し、ｐ＝２ｍ－１）の共通電極線とが接
続されており、他方の対向電極と第（ｐ＋１）番目の共通電極線とが接続されており、
　第１対向電極には、第１対向電極に接続された共通電極線を介して第１の電圧が印加さ
れており、
　第２対向電極には、第２対向電極に接続された共通電極線を介して第２の電圧が印加さ
れており、
　電圧Ｖ2_mは、一定値Ｖ2_constであり、
　電圧Ｖ1_mは、
　ｍの値が奇数の場合には、一定値Ｖ1_odd、
　ｍの値が偶数の場合には、Ｖ1_oddとは異なる一定値Ｖ1_even、
である半透過型液晶表示装置。
【請求項２】
　Ｖ1_odd－Ｖ2_const＝－（Ｖ1_even－Ｖ2_const）である請求項１に記載の半透過型液
晶表示装置。
【請求項３】
　（ａ）第１の方向に延び、一端が走査信号駆動回路に接続されたＭ本の走査信号線、
　（ｂ）第２の方向に延び、一端が映像信号駆動回路に接続されたＮ本の映像信号線、
　（ｃ）走査信号線と映像信号線との交差部に配置され、走査信号線の走査信号に応じて
動作するスイッチング素子、及び、
　（ｄ）各スイッチング素子に対応して設けられた、反射型の表示領域と透過型の表示領
域とを有する単位表示領域、
を備えた横電界駆動型の半透過型液晶表示装置であって、
　単位表示領域には、
　（Ａ）反射型の表示領域を構成する第１画素電極と第１対向電極、
　（Ｂ）第１画素電極と第１対向電極との間の電位差を保持するための第１保持容量、
　（Ｃ）透過型の表示領域を構成する第２画素電極と第２対向電極、及び、
　（Ｄ）第２画素電極と第２対向電極との間の電位差を保持するための第２保持容量、
が備えられており、
　第１対向電極には、第１の電圧が印加され、
　第２対向電極には、第１の電圧とは異なる第２の電圧が印加され、
　第１の電圧をＶ1、第２の電圧をＶ2、Ｖ1とＶ2のうち電圧が高いものをＨｉ（Ｖ1，Ｖ2

）、Ｖ1とＶ2のうち電圧が低いものをＬｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）と表すとき、Ｈｉ（Ｖ1，Ｖ2）
以下の電圧であり、且つ、Ｌｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）以上の電圧である第３の電圧が、走査信号
線の走査信号に応じたスイッチング素子の動作に基づいて、映像信号駆動回路から映像信
号線を介して第１画素電極と第２画素電極とに印加され、
　或る１フレームを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線による走査が完了
したとき、第ｍ番目（但し、ｍ＝１，２，…，Ｍ）の走査信号線に対応する各単位表示領
域において、
　第１対向電極には、第１の電圧Ｖ1_mが印加されており、
　第２対向電極には、第２の電圧Ｖ2_mが印加されており、
　Ｐ本（但し、Ｐ＝２Ｍ）の共通電極線を備えており、
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　第ｍ番目の走査信号線に対応する各単位表示領域の第１対向電極あるいは第２対向電極
のうち、いずれか一方の対向電極と第ｐ番目（但し、ｐ＝２ｍ－１）の共通電極線とが接
続されており、他方の対向電極と第（ｐ＋１）番目の共通電極線とが接続されており、
　第１対向電極には、第１対向電極に接続された共通電極線を介して第１の電圧が印加さ
れており、
　第２対向電極には、第２対向電極に接続された共通電極線を介して第２の電圧が印加さ
れており、
　電圧Ｖ1_mは、一定値Ｖ1_constであり、
　電圧Ｖ2_mは、
　ｍの値が奇数の場合には、一定値Ｖ2_odd、
　ｍの値が偶数の場合には、Ｖ2_oddとは異なる一定値Ｖ2_even、
である半透過型液晶表示装置。
【請求項４】
　Ｖ1_const－Ｖ2_odd＝－（Ｖ1_const－Ｖ2_even）である請求項３に記載の半透過型液
晶表示装置。
【請求項５】
　（ａ）第１の方向に延び、一端が走査信号駆動回路に接続されたＭ本の走査信号線、
　（ｂ）第２の方向に延び、一端が映像信号駆動回路に接続されたＮ本の映像信号線、
　（ｃ）走査信号線と映像信号線との交差部に配置され、走査信号線の走査信号に応じて
動作するスイッチング素子、及び、
　（ｄ）各スイッチング素子に対応して設けられた、反射型の表示領域と透過型の表示領
域とを有する単位表示領域、
を備えた横電界駆動型の半透過型液晶表示装置であって、
　単位表示領域には、
　（Ａ）反射型の表示領域を構成する第１画素電極と第１対向電極、
　（Ｂ）第１画素電極と第１対向電極との間の電位差を保持するための第１保持容量、
　（Ｃ）透過型の表示領域を構成する第２画素電極と第２対向電極、及び、
　（Ｄ）第２画素電極と第２対向電極との間の電位差を保持するための第２保持容量、
が備えられており、
　第１対向電極には、第１の電圧が印加され、
　第２対向電極には、第１の電圧とは異なる第２の電圧が印加され、
　第１の電圧をＶ1、第２の電圧をＶ2、Ｖ1とＶ2のうち電圧が高いものをＨｉ（Ｖ1，Ｖ2

）、Ｖ1とＶ2のうち電圧が低いものをＬｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）と表すとき、Ｈｉ（Ｖ1，Ｖ2）
以下の電圧であり、且つ、Ｌｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）以上の電圧である第３の電圧が、走査信号
線の走査信号に応じたスイッチング素子の動作に基づいて、映像信号駆動回路から映像信
号線を介して第１画素電極と第２画素電極とに印加され、
　或る１フレームを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線による走査が完了
したとき、第ｍ番目（但し、ｍ＝１，２，…，Ｍ）の走査信号線に対応する各単位表示領
域において、
　第１対向電極には、第１の電圧Ｖ1_mが印加されており、
　第２対向電極には、第２の電圧Ｖ2_mが印加されており、
　Ｐ本（但し、Ｐ＝Ｍ＋１）の共通電極線を備えており、
　第ｐ番目（但し、ｐは２以上Ｍ以下の自然数）の共通電極線には、第ｍ’番目（但し、
ｍ’＝ｐ－１）と第（ｍ’＋１）番目の走査信号線に対応する各単位表示領域の第１対向
電極あるいは第２対向電極のうち、いずれか一方の対向電極が接続されており、
　第１番目の走査信号線に対応する各単位表示領域の第１対向電極あるいは第２対向電極
のうち、第２番目の共通電極線に接続されていない電極と、第１番目の共通電極線とが接
続されており、
　第Ｍ番目の走査信号線に対応する各単位表示領域の第１対向電極あるいは第２対向電極
のうち、第（Ｐ－１）番目の共通電極線に接続されていない電極と、第Ｐ番目の共通電極
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線とが接続されており、
　第１対向電極には、第１対向電極に接続された共通電極線を介して第１の電圧が印加さ
れており、
　第２対向電極には、第２対向電極に接続された共通電極線を介して第２の電圧が印加さ
れており、
　電圧Ｖ2_mは、一定値Ｖ2_constであり、
　電圧Ｖ1_mは、Ｖ2_constとは異なる、一定値Ｖ1_const、
である半透過型液晶表示装置。
【請求項６】
　（ａ）第１の方向に延び、一端が走査信号駆動回路に接続されたＭ本の走査信号線、
　（ｂ）第２の方向に延び、一端が映像信号駆動回路に接続されたＮ本の映像信号線、
　（ｃ）走査信号線と映像信号線との交差部に配置され、走査信号線の走査信号に応じて
動作するスイッチング素子、及び、
　（ｄ）各スイッチング素子に対応して設けられた、反射型の表示領域と透過型の表示領
域とを有する単位表示領域、
を備えた横電界駆動型の半透過型液晶表示装置であって、
　単位表示領域には、
　（Ａ）反射型の表示領域を構成する第１画素電極と第１対向電極、
　（Ｂ）第１画素電極と第１対向電極との間の電位差を保持するための第１保持容量、
　（Ｃ）透過型の表示領域を構成する第２画素電極と第２対向電極、及び、
　（Ｄ）第２画素電極と第２対向電極との間の電位差を保持するための第２保持容量、
が備えられており、
　第１対向電極には、第１の電圧が印加され、
　第２対向電極には、第１の電圧とは異なる第２の電圧が印加され、
　第１の電圧をＶ1、第２の電圧をＶ2、Ｖ1とＶ2のうち電圧が高いものをＨｉ（Ｖ1，Ｖ2

）、Ｖ1とＶ2のうち電圧が低いものをＬｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）と表すとき、Ｈｉ（Ｖ1，Ｖ2）
以下の電圧であり、且つ、Ｌｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）以上の電圧である第３の電圧が、走査信号
線の走査信号に応じたスイッチング素子の動作に基づいて、映像信号駆動回路から映像信
号線を介して第１画素電極と第２画素電極とに印加され、
　Ｐ本（但し、Ｐ＝Ｍ＋２）の共通電極線を備えており、
　第ｍ’番目（但し、ｍ’はＭ以下の自然数）の走査信号線に対応する各単位表示領域に
おいて、
　奇数番目の映像信号線に対応する単位表示領域における第１対向電極あるいは第２対向
電極のいずれか一方の電極と、偶数番目の映像信号線に対応する単位表示領域の第１対向
電極あるいは第２対向電極の他方の電極とが、第ｐ番目（但し、ｐ＝ｍ’＋１）の共通電
極線に接続されており、
　第（ｐ－１）番目の共通電極線あるいは第（ｐ＋１）番目の共通電極線のいずれか一方
の共通電極線と、奇数番目の映像信号線に対応する単位表示領域における第１対向電極あ
るいは第２対向電極のうち、第ｐ番目の共通電極線に接続されていない電極とが接続され
ており、
　第（ｐ－１）番目の共通電極線あるいは第（ｐ＋１）番目の共通電極線の他方の共通電
極線と、偶数番目の映像信号線に対応する単位表示領域における第１対向電極あるいは第
２対向電極のうち、第ｐ番目の共通電極線に接続されていない電極とが接続されており、
　第１対向電極には、第１対向電極に接続された共通電極線を介して第１の電圧が印加さ
れており、
　第２対向電極には、第２対向電極に接続された共通電極線を介して第２の電圧が印加さ
れている半透過型液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は液晶表示装置に関し、特に外光を反射して表示を行う反射型の表示領域と背面
から光を透過させて表示を行う透過型の表示領域とを有する半透過型液晶表示装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　外光を画素内に設けられた反射板によって反射させ、照明装置を備える必要のない反射
型の液晶表示装置、及び照明装置としてバックライトを備えた透過型液晶表示装置が知ら
れている。
【０００３】
　反射型液晶表示装置は、外光を利用して表示をすることができるので、低消費電力化、
薄型化、軽量化が達成でき、例えば携帯端末用として利用されている。一方、透過型液晶
表示装置は、バックライトを備えているので、暗い環境下においても視認性が良いという
特性を有する。
【０００４】
　また、反射型液晶表示装置と透過型液晶表示装置の双方の利点を併せ持つ液晶表示装置
として、１画素内（カラー表示の液晶表示装置にあっては、１副画素内）に反射型の表示
領域（以下、単に、反射領域と呼ぶ）と透過型の表示領域（以下、単に、透過領域と呼ぶ
）との両方を有する半透過型液晶表示装置が提案されている。半透過型液晶表示装置にあ
っては、反射領域においては光は液晶層を往復し、透過領域においては照明装置からの光
が液晶層を通過する。このため、反射領域と透過領域とで液晶層の厚さに差を設けること
により、液晶層における光の経路長の差に起因するリタデーション（位相差）の相異を無
くすことも提案されている（例えば、特許第２９５５２７７号公報（特許文献１）参照）
。
【０００５】
　また、液晶表示装置として、配向した液晶分子の分子軸の方向（「ディレクタ」とも呼
ばれる）を基板に対して直交する面内において回転させ表示を行う縦電界駆動型の液晶表
示装置の他、基板に対して平行な面内において回転させ表示を行う横電界駆動型の液晶表
示装置が周知である。インプレーンスイッチング（InPlane Switching：ＩＰＳ）方式等
の横電界駆動型の液晶表示装置にあっては、対向する基板間に狭持された液晶層に電界を
印加し、液晶分子を基板に対して平行な面内において回転させることで画像表示が行われ
る。
【０００６】
　横電界駆動型の液晶表示装置、例えば、透過型のＩＰＳ方式の液晶表示装置にあっては
、液晶層は、クロスニコルに配置された２枚の偏光板の間に配置されている。所謂ノーマ
リーブラックである場合、一方の偏光板の偏光軸の方向とディレクタとは、液晶層に電界
が印加されていない状態においては略一致し、液晶層に電界が印加された状態においては
、略４５度の角度を成す。液晶層に電界が印加されていない状態にあっては、入射側の偏
光板に入射した光は液晶層によるリタデーションを殆ど生ずることなく出射側の偏光板に
達し、出射側の偏光板に吸収される（黒表示の状態）。従って、黒表示の状態として、液
晶層を挟まない理想的なクロスニコルと殆ど同等の状態を得ることができる。一方、液晶
層に電界が印加されている状態にあっては、入射側の偏光板を透過した直線偏光に対し、
ディレクタは略４５度の角度を成す。このとき、液晶層は１／２波長板として作用し、直
線偏光の振動方向を９０度回転させる。これにより、液晶層を通過した光は出射側の偏光
板を透過する（白表示状態）。
【０００７】
　上記のＩＰＳ型の液晶表示装置は、広い視野角特性を有することが知られている。また
、上述したように、黒表示の状態は液晶層を挟まない理想的なクロスニコル状態と殆ど同
等となる。従って、高コントラストの画像表示が可能となる。
【０００８】
　しかし、半透過型液晶表示装置を単純に横電界駆動型とすると、透過領域ではノーマリ
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ーブラック、反射領域ではノーマリーホワイトとなり、動作モードが一致しないという問
題が生ずる。以下、図面を参照して説明する。
【０００９】
　図２９の（Ａ）～（Ｄ）は、半透過型液晶表示装置の反射領域と透過領域の両方を横電
界駆動型とした場合の模式図である。図２９の（Ａ）は各構成部材の配置を、図２９の（
Ｂ）は上部基板４０側から見たときの上部偏光板５１の偏光軸、液晶層３０を構成する液
晶分子３１の分子軸、下部偏光板５０の偏光軸の配置を、図２９の（Ｃ）及び（Ｄ）は半
透過型液晶表示装置の動作をそれぞれ示す。
【００１０】
　図２９の（Ａ）に示すように、半透過型液晶表示装置は、下部基板１０、上部基板４０
、両基板間に挟持されている液晶層３０、下部基板１０の外側（後述するバックライト６
０側）に配置された下部偏光板５０、上部基板４０の外側に配置された上部偏光板５１を
備えている。下部基板１０には下部配向膜２３が、上部基板４０には上部配向膜４３が形
成されている。液晶層３０は下部配向膜２３と上部配向膜４３とに接する。これら配向膜
によって、電界が印加されていない状態における液晶分子３１の分子軸の方向（初期配向
方位）が規定される。尚、参照番号６０は、半透過型液晶表示装置を背面から照射するバ
ックライト、参照番号４１は所謂ブラックマトリックス、参照番号４２はカラーフィルタ
ーである。半透過型液晶表示装置の形式によっては、ブラックマトリックスやカラーフィ
ルターは省略される。
【００１１】
　下部基板１０の液晶層３０側には、第１絶縁膜１３Ａと第２絶縁膜１３Ｂとが積層して
形成されている。第１絶縁膜１３Ａと第２絶縁膜１３Ｂとの間には、図示せぬトランジス
タ１４が形成されている。第２絶縁膜１３Ｂ上には、映像信号線１５が形成されている。
具体的には、トランジスタ１４の一方のソース・ドレイン電極に映像信号線１５が接続さ
れており、他方のソース・ドレイン電極には後述する第１画素電極（反射領域用画素電極
）２０Ａと第２画素電極（透過領域用画素電極）２０Ｂとが接続されている。トランジス
タ１４は、図示せぬ走査信号線１１の信号に従って動作する。トランジスタ１４がオン状
態になると、図示せぬ映像信号駆動回路から映像信号線１５を介して、第１画素電極２０
Ａと第２画素電極２０Ｂとに所定の電圧が印加される。
【００１２】
　第２絶縁膜１３Ｂの上には第１層間絶縁層１６（１６Ａ，１６Ｂ）が形成されている。
反射領域における第１層間絶縁層１６Ａの表面には凹凸が形成されており、その表面上に
反射板１７が形成されている。反射板１７の上には第２層間絶縁層１８が形成されており
、第２層間絶縁層１８の上には、Ｙ方向に延び互いに平行な第１画素電極２０Ａと第１対
向電極２１とが形成されている。第１画素電極２０Ａと第１対向電極２１との間に形成さ
れるＸ方向の電界によって、反射領域における液晶層３０を駆動する。一方、透過領域に
おける第１層間絶縁層１６Ｂの上には、Ｙ方向に延び互いに平行な第２画素電極２０Ｂと
第２対向電極２２とが形成され、第２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間に形成さ
れるＸ方向の電界によって、透過領域における液晶層３０を駆動する。
【００１３】
　尚、第１画素電極２０Ａと第２画素電極２０Ｂとはお互いに電気的に接続されており、
同じ電圧が印加される。また、第１対向電極２１と第２対向電極２２とはお互いに電気的
に接続されており、同じ電圧が印加される。第２層間絶縁層１８は、透過領域における液
晶層３０の厚さＤＢが、反射領域における液晶層３０の厚さＤＡの約２倍になるような厚
さに設定されている。液晶層３０は、透過領域においては１／２波長板、反射領域におい
ては１／４波長板として機能する。
【００１４】
　図２９の（Ｂ）に示すように、下部偏光板５０の偏光軸がＸ軸に対して４５度の角度、
上部偏光板５１の偏光軸がＸ軸に対して１３５度の角度、第１対向電極２１と第１画素電
極２０Ａの間、及び、第２対向電極２２と第２画素電極２０Ｂの間に電界が形成されてい
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ない状態において液晶層３０を構成する液晶分子３１の分子軸がＸ軸に対して４５度の角
度に設定されているとする。画素電極２０Ａと対向電極２１の間に形成されるＸ方向の電
界、及び、画素電極２０Ｂと対向電極２２の間に形成されるＸ方向の電界により、液晶分
子３１はＸ方向に沿うように回転する。液晶分子３１の回転の程度は、電界の強度（換言
すれば、画素電極と対向電極との間の電位差の絶対値）に応じて変化する。
【００１５】
　図２９の（Ｃ）を参照して、第１画素電極２０Ａと第１対向電極２１との間、及び、第
２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差がない状態（換言すれば、液晶層に
電界が印加されていない状態）における動作を説明する。反射領域においては、外光は上
部偏光板５１を通過してＸ軸に対し１３５度の角度を成す直線偏光となり（１→２→３）
、液晶層３０を通過した後反射板１７で反射し（４→５→６→７）、さらに液晶層３０を
通過し１３５度の角度を成す直線偏光のまま上部偏光板５１に入射するので白表示となり
（８→９→１０→１１）、所謂ノーマリーホワイトとなる。一方、透過領域においては、
背面から照射される光は下部偏光板５０を透過して４５度の角度を成す直線偏光となり（
１→２→３）、液晶層３０を通過し４５度の角度を成す直線偏光のまま上部偏光板５１に
入射するので黒表示となり（４→５→６→７）、所謂ノーマリーブラックとなる。
【００１６】
　図２９の（Ｄ）を参照して、第１画素電極２０Ａと第１対向電極２１との間、及び、第
２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間に電位差がある状態（換言すれば、液晶層に
電界が印加されている状態）における動作を説明する。反射領域においては、外光は上部
偏光板５１を通過してＸ軸に対し１３５度の角度を成す直線偏光となり（１→２→３）、
液晶層３０を通過して右回りの円偏光となり（４→５）、次いで、反射板１７で反射して
左周りの円偏光になり（６→７）、さらに液晶層３０を通過し４５度の角度を成す直線偏
光となり（８→９）、上部偏光板５１に入射して黒表示の状態となる（１０→１１）。一
方、透過領域においては、背面から照射される光は下部偏光板５０を透過して４５度の角
度を成す直線偏光となり（１→２→３）、液晶層３０を通過し１３５度の角度を成す直線
偏光となり（４→５）、上部偏光板５１に入射して白表示の状態となる（６→７）。
【００１７】
　上述した問題を解決するため、下部偏光板と液晶層との間に１／２波長板を設け、電圧
を印加しない状態で透過領域における液晶層を１／２波長板として機能させ、透過領域と
反射領域とを共にノーマリーブラックとした構成（特開２００３－３４４８３７号公報（
特許文献２）参照）が提案されている。また、反射領域と透過領域とで液晶分子に異なる
初期配向方位を与える構成（特開２００５－３３８２６４号公報（特許文献３））、反射
領域のみに位相差板を設置した構成（特開２００６－１７１３７６号公報（特許文献４）
）も提案されている。また、上述した問題に言及したものではないが、１つの画素内に２
つトランジスタを設け、透過領域と反射領域とで液晶層に異なる電圧を与える構成（特開
２００３－２９５１５９号公報（特許文献５））も提案されている。
【００１８】
【特許文献１】特許第２９５５２７７号公報
【特許文献２】特開２００３－３４４８３７号公報
【特許文献３】特開２００５－３３８２６４号公報
【特許文献４】特開２００６－１７１３７６号公報
【特許文献５】特開２００３－２９５１５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　特許文献１に開示された液晶表示装置では、透過領域における黒表示の状態は液晶層の
位相差を利用して行われる。このため、黒表示の状態は液晶層を挟まない理想的なクロス
ニコル状態に近いものとはならず、コントラスト性能は低下する。特許文献２乃至特許文
献４に開示された構成によれば、透過領域における黒表示の状態は理想的なクロスニコル
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状態に近いものとすることができるが、いずれも液晶表示装置の構造や製造工程が複雑な
ものとなり、量産性や信頼性に課題が残る。特許文献５に開示された構成においても、液
晶表示装置におけるトランジスタ領域の拡大、映像信号線や走査信号線の増加による開口
率の低下を避けることができず、量産性や信頼性に課題が残る。
【００２０】
　従って、本発明の目的は、透過領域と反射領域の動作モードの相違を簡便な構成により
電気的に補償することができる半透過型液晶表示装置を提供することを目的とする。更に
は、透過領域において良好な黒表示の状態を得ることができ、高コントラストで表示品位
に優れた半透過型液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記の目的を達成するための本発明の横電界駆動型の半透過型液晶表示装置は、
　（ａ）第１の方向に延び、一端が走査信号駆動回路に接続されたＭ本の走査信号線、
　（ｂ）第２の方向に延び、一端が映像信号駆動回路に接続されたＮ本の映像信号線、
　（ｃ）走査信号線と映像信号線との交差部に配置され、走査信号線の走査信号に応じて
動作するスイッチング素子、及び、
　（ｄ）各スイッチング素子に対応して設けられた、反射型の表示領域と透過型の表示領
域とを有する単位表示領域、
を備えた横電界駆動型の半透過型液晶表示装置であって、
　単位表示領域には、
　（Ａ）反射型の表示領域を構成する第１画素電極と第１対向電極、
　（Ｂ）第１画素電極と第１対向電極との間の電位差を保持するための第１保持容量、
　（Ｃ）透過型の表示領域を構成する第２画素電極と第２対向電極、及び、
　（Ｄ）第２画素電極と第２対向電極との間の電位差を保持するための第２保持容量、
が備えられており、
　第１対向電極には、第１の電圧が印加され、
　第２対向電極には、第１の電圧とは異なる第２の電圧が印加され、
　第１の電圧をＶ1、第２の電圧をＶ2、Ｖ1とＶ2のうち電圧が高いものをＨｉ（Ｖ1，Ｖ2

）、Ｖ1とＶ2のうち電圧が低いものをＬｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）と表すとき、Ｈｉ（Ｖ1，Ｖ2）
以下の電圧であり、且つ、Ｌｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）以上の電圧である第３の電圧が、走査信号
線の走査信号に応じたスイッチング素子の動作に基づいて、映像信号駆動回路から映像信
号線を介して第１画素電極と第２画素電極とに印加されることを特徴とする。
【００２２】
　本発明の横電界駆動型の半透過型液晶表示装置（以下、単に、本発明の液晶表示装置と
呼ぶ場合がある）にあっては、第１対向電極には、第１の電圧が印加され、第２対向電極
には、第１の電圧とは異なる第２の電圧が印加される。そして、第１の電圧をＶ1、第２
の電圧をＶ2、Ｖ1とＶ2のうち電圧が高いものをＨｉ（Ｖ1，Ｖ2）、Ｖ1とＶ2のうち電圧
が低いものをＬｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）と表すとき、Ｈｉ（Ｖ1，Ｖ2）以下の電圧であり、且つ
、Ｌｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）以上の電圧である第３の電圧が、走査信号線の走査信号に応じたス
イッチング素子の動作に基づいて、映像信号駆動回路から映像信号線を介して第１画素電
極と第２画素電極とに印加される。上述した構成によれば、第１対向電極と第１画素電極
との間の電位差の絶対値と、第２対向電極と第２画素電極との間の電位差の絶対値とは、
一方が大きくなると他方が小さくなる関係となる。これにより、反射型の表示領域（以下
、単に、反射領域と呼ぶ場合がある）がノーマリーホワイト、透過型の表示領域（以下、
単に、透過領域と呼ぶ場合がある）がノーマリーブラックであっても、透過領域と反射領
域の動作モードの相違が電気的に補償され、支障なく画像を表示することができる。
【００２３】
　本発明の液晶表示装置にあっては、偶数番目のフレームを形成するための第１番目乃至
第Ｍ番目の走査信号線による走査が完了したとき、或る単位表示領域について、第１対向
電極に印加されている第１の電圧をＶ1_evenF、第２対向電極に印加されている第２の電
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圧をＶ2_evenFと表し、奇数番目のフレームを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走
査信号線による走査が完了したとき、該或る単位表示領域について、第１対向電極に印加
されている第１の電圧をＶ1_oddF、第２対向電極に印加されている第２の電圧をＶ2_oddF

と表すとき、
　Ｖ1_evenF－Ｖ2_evenF＝－（Ｖ1_oddF－Ｖ2_oddF)
である構成とすることができる。これにより、液晶層に印加される電界の方向がフレーム
毎に変化し、長時間一方向に電界が印加されることによる液晶の劣化を防止することがで
きる。
【００２４】
　この場合において、以下の（１）乃至（３）のいずれかの条件を満たす構成とすること
ができる。
　（１）　Ｖ1_evenF＝Ｖ1_oddF

　（２）　Ｖ2_evenF＝Ｖ2_oddF

　（３）　Ｖ1_evenF＝Ｖ2_oddF、且つ、Ｖ1_oddF＝Ｖ2_evenF

　上述した（１）あるいは（２）を満たす構成にあっては、第１対向電極の電圧あるいは
第２対向電極の電圧をフレームに関わらない一定値とすることができ、対向電極に電圧を
印加する回路の構成を簡便なものとすることができる。また、上述した（３）を満たす構
成にあっては、第１の電圧、第２の電圧、及び、第３の電圧の変動幅を低減することがで
きるので、液晶表示装置の低消費電力化を図ることができる。
【００２５】
　以上に説明した各種の好ましい構成を含む本発明の液晶表示装置（以下、単に、これら
を総称して、本発明と呼ぶ場合がある）にあっては、或る１フレームを形成するための第
１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線による走査が完了したとき、第ｍ番目（但し、ｍ＝１，
２，…，Ｍ）の走査信号線に対応する各単位表示領域において、第１対向電極には、第１
の電圧Ｖ1_mが印加されており、第２対向電極には、第２の電圧Ｖ2_mが印加されている構
成とすることができる。
【００２６】
　本発明において、Ｐ本（但し、Ｐ＝２Ｍ）の共通電極線を備えており、第ｍ番目の走査
信号線に対応する各単位表示領域の第１対向電極あるいは第２対向電極のうち、いずれか
一方の対向電極と第ｐ番目（但し、ｐ＝２ｍ－１）の共通電極線とが接続されており、他
方の対向電極と第（ｐ＋１）番目の共通電極線とが接続されており、第１対向電極には、
第１対向電極に接続された共通電極線を介して第１の電圧が印加されており、第２対向電
極には、第２対向電極に接続された共通電極線を介して第２の電圧が印加されている構成
とすることができる。隣り合う行を構成する単位表示領域は、反射領域と透過領域とが対
向するように配置されている構成とすることもできるし、同種の領域が対向するように配
置されている構成とすることもできる。あるいは、これらが組み合わされた構成とするこ
ともできる。
【００２７】
　この場合において、電圧Ｖ2_mは、一定値Ｖ2_constであり、電圧Ｖ1_mは、ｍの値が奇
数の場合には、一定値Ｖ1_odd、ｍの値が偶数の場合には、Ｖ1_oddとは異なる一定値Ｖ1_

evenである構成とすることができる。また、これに加えて、Ｖ1_odd－Ｖ2_const＝－（Ｖ

1_even－Ｖ2_const）である構成とすることもできる。この構成によれば、奇数番目の走
査信号線に対応する各単位表示領域と、偶数番目の走査信号線に対応する各単位表示領域
とで、印加される電圧の極性が反転し、フリッカが軽減される。例えば、Ｖ2_constが０
ボルト、Ｖ1_oddが１０ボルト、Ｖ1_evenが－１０ボルトである場合には、表示すべき画
像に応じて各画素電極に印加される第３の電圧の絶対値は、０ボルトから１０ボルトの範
囲の値を取る。上述した例では、第１対向電極と第１画素電極の間の電位差の絶対値、及
び、第２対向電極と第２画素電極の間の電位差の絶対値のとりうる範囲は、０ボルト～１
０ボルトとなる。あるいは又、電圧Ｖ1_mは、一定値Ｖ1_constであり、電圧Ｖ2_mは、ｍ
の値が奇数の場合には、一定値Ｖ2_odd、ｍの値が偶数の場合には、Ｖ2_oddとは異なる一
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定値Ｖ2_even、である構成とすることができるし、これに加えて、Ｖ1_const－Ｖ2_odd＝
－（Ｖ1_const－Ｖ2_even）である構成とすることができる。例えば、Ｖ1_constが０ボル
ト、Ｖ2_oddが＋１０ボルト、Ｖ2_evenが－１０ボルトである場合には、表示すべき画像
に応じて各画素電極に印加される第３の電圧の絶対値は、０ボルトから１０ボルトの範囲
の値を取る。上述した例においても、第１対向電極と第１画素電極の間の電位差の絶対値
、及び、第２対向電極と第２画素電極の間の電位差の絶対値のとりうる範囲は、０ボルト
～１０ボルトとなる。上述したこれらの構成によれば、第１対向電極の電圧あるいは第２
対向電極の電圧を一定値とすることができるので、対向電極に電圧を印加する回路の構成
を簡便なものとすることができる。
【００２８】
　あるいは又、電圧Ｖ1_mは、ｍの値が奇数の場合には一定値Ｖ1_odd、ｍの値が偶数の場
合にはＶ1_oddとは異なる一定値Ｖ1_evenであり、電圧Ｖ2_mは、ｍの値が奇数の場合には
一定値Ｖ2_odd、ｍの値が偶数の場合にはＶ2_oddとは異なる一定値Ｖ2_evenである構成と
することができる。これに加えて、Ｖ1_odd＝Ｖ2_even、且つ、Ｖ1_even＝Ｖ2_oddである
構成とすることができる。例えば、Ｖ1_odd＝Ｖ2_even＝－５ボルト、Ｖ1_even＝Ｖ2_odd

＝５ボルトである場合には、表示すべき画像に応じて各画素電極に印加される第３の電圧
の絶対値は、０ボルトから５ボルトの範囲の値を取る。上述した例においても、第１対向
電極と第１画素電極の間の電位差の絶対値、及び、第２対向電極と第２画素電極の間の電
位差の絶対値のとりうる範囲は、０ボルト～１０ボルトとなる。上述した構成によれば、
第１の電圧、第２の電圧、及び、第３の電圧の変動幅を低減することができるので、液晶
表示装置の低消費電力化を図ることができる。
【００２９】
　また、本発明において、Ｐ本（但し、Ｐ＝Ｍ＋１）の共通電極線を備えており、第ｐ番
目（但し、ｐは２以上Ｍ－１以下の自然数）の共通電極線には、第ｍ’番目（但し、ｍ’
＝ｐ－１）の走査信号線に対応する各単位表示領域の第１対向電極あるいは第２対向電極
のうちいずれか一方の対向電極と、第（ｍ’＋１）番目の走査信号線に対応する各単位表
示領域の第１対向電極あるいは第２対向電極のうち他方の対向電極とが接続されており、
第１番目の走査信号線に対応する各単位表示領域の第１対向電極あるいは第２対向電極の
うち、第２番目の共通電極線に接続されていない電極と、第１番目の共通電極線とが接続
されており、第Ｍ番目の走査信号線に対応する各単位表示領域の第１対向電極あるいは第
２対向電極のうち、第（Ｐ－１）番目の共通電極線に接続されていない電極と、第Ｐ番目
の共通電極線とが接続されており、第１対向電極には、第１対向電極に接続された共通電
極線を介して第１の電圧が印加されており、第２対向電極には、第２対向電極に接続され
た共通電極線を介して第２の電圧が印加されている構成とすることができる。上述した構
成によれば、共通電極線の本数が削減されるので、液晶表示装置を構成する各構成要素の
レイアウトスペース等の余裕が増える。換言すれば、液晶表示装置の構造上の余裕度が向
上する。これにより、歩留の向上、液晶表示装置の信頼性の向上を図ることができる。
【００３０】
　この場合においても、電圧Ｖ1_mは、ｍの値が奇数の場合には一定値Ｖ1_odd、ｍの値が
偶数の場合にはＶ1_oddとは異なる一定値Ｖ1_evenであり、電圧Ｖ2_mは、ｍの値が奇数の
場合には一定値Ｖ2_odd、ｍの値が偶数の場合にはＶ2_oddとは異なる一定値Ｖ2_evenであ
る構成とすることができる。これに加えて、Ｖ1_odd＝Ｖ2_even、且つ、Ｖ1_even＝Ｖ2_o

ddである構成とすることができる。例えば、Ｖ1_odd＝Ｖ2_even＝－５ボルト、Ｖ1_even

＝Ｖ2_odd＝５ボルトである場合には、表示すべき画像に応じて各画素電極に印加される
第３の電圧の絶対値は、０ボルトから５ボルトの範囲の値を取る。上述した例においても
、第１対向電極と第１画素電極の間の電位差の絶対値、及び、第２対向電極と第２画素電
極の間の電位差の絶対値のとりうる範囲は、０ボルト～１０ボルトとなる。
【００３１】
　また、本発明において、Ｐ本（但し、Ｐ＝Ｍ＋１）の共通電極線を備えており、第ｐ番
目（但し、ｐは２以上Ｍ以下の自然数）の共通電極線には、第ｍ’番目（但し、ｍ’＝ｐ
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－１）と第（ｍ’＋１）番目の走査信号線に対応する各単位表示領域の第１対向電極ある
いは第２対向電極のうち、いずれか一方の対向電極が接続されており、第１番目の走査信
号線に対応する各単位表示領域の第１対向電極あるいは第２対向電極のうち、第２番目の
共通電極線に接続されていない電極と、第１番目の共通電極線とが接続されており、第Ｍ
番目の走査信号線に対応する各単位表示領域の第１対向電極あるいは第２対向電極のうち
、第（Ｐ－１）番目の共通電極線に接続されていない電極と、第Ｐ番目の共通電極線とが
接続されており、第１対向電極には、第１対向電極に接続された共通電極線を介して第１
の電圧が印加されており、第２対向電極には、第２対向電極に接続された共通電極線を介
して第２の電圧が印加されている構成とすることができる。
【００３２】
　上述した構成においても、共通電極線の本数が削減される。また、共通電極線には第１
対向電極のみ、あるいは、第２対向電極のみが接続されている。これにより、共通電極線
を挟んで対向する単位表示領域を、反射領域同士が対向するように配置することができる
（尚、反射的に、透過領域同士も対向する）。例えば、反射領域同士が対向する構成にあ
っては、反射領域に設けられる反射板等を複数の単位表示領域に亙るように連続して形成
することができる。透過領域に設けられる種々の構成要素についても同様である。上述し
た構成によれば、反射板等の分割工程を簡略化できるので、液晶表示装置の構造上の余裕
度をより大きなものとすることができる。尚、この構成においては、映像信号線にはフレ
ーム毎に反転する映像信号が印加される。
【００３３】
　この場合において、電圧Ｖ2_mは、一定値Ｖ2_constであり、電圧Ｖ1_mは、Ｖ2_constと
は異なる、一定値Ｖ1_constである構成とすることができる。
【００３４】
　また、本発明において、Ｐ本（但し、Ｐ＝Ｍ＋２）の共通電極線を備えており、第ｍ’
番目（但し、ｍ’はＭ以下の自然数）の走査信号線に対応する各単位表示領域において、
奇数番目の映像信号線に対応する単位表示領域における第１対向電極あるいは第２対向電
極のいずれか一方の電極と、偶数番目の映像信号線に対応する単位表示領域の第１対向電
極あるいは第２対向電極の他方の電極とが、第ｐ番目（但し、ｐ＝ｍ’＋１）の共通電極
線に接続されており、第（ｐ－１）番目の共通電極線あるいは第（ｐ＋１）番目の共通電
極線のいずれか一方の共通電極線と、奇数番目の映像信号線に対応する単位表示領域にお
ける第１対向電極あるいは第２対向電極のうち、第ｐ番目の共通電極線に接続されていな
い電極とが接続されており、第（ｐ－１）番目の共通電極線あるいは第（ｐ＋１）番目の
共通電極線の他方の共通電極線と、偶数番目の映像信号線に対応する単位表示領域におけ
る第１対向電極あるいは第２対向電極のうち、第ｐ番目の共通電極線に接続されていない
電極とが接続されており、第１対向電極には、第１対向電極に接続された共通電極線を介
して第１の電圧が印加されており、第２対向電極には、第２対向電極に接続された共通電
極線を介して第２の電圧が印加されている構成とすることができる。尚、この構成におい
ては、奇数番目の映像信号線に印加される映像信号と、偶数番目の映像信号線とに印加さ
れる映像信号とが、反転した関係にある。
【００３５】
　上述した構成においては、単位表示領域毎に印加される電圧の極性が変化する。より具
体的には、市松状に極性が反転するためフリッカが軽減し、表示画像を好適なものとする
ことができる。
【００３６】
　尚、本明細書における各種の式に示す条件は、式が数学的に厳密に成立する場合の他、
式が実質的に成立する場合にも満たされる。換言すれば、式の成立に関し、液晶表示装置
の設計上あるいは製造上生ずる種々のばらつきの存在は許容される。
【００３７】
　以上に説明した各種の好ましい構成を含む本発明において、液晶表示装置は、例えば、
フロント・パネル、リア・パネル、及び、フロント・パネルとリア・パネルとの間に配さ
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れた液晶層から成る。液晶表示装置は、モノクロ液晶表示装置であってもよいし、カラー
液晶表示装置であってもよい。液晶表示装置は、
　（ａ）第１の方向（例えばＸ方向）に延び、一端が走査信号駆動回路に接続されたＭ本
の走査信号線、
　（ｂ）第２の方向（例えばＹ方向）に延び、一端が映像信号駆動回路に接続されたＮ本
の映像信号線、
　（ｃ）走査信号線と映像信号線との交差部に配置され、走査信号線の走査信号に応じて
動作するスイッチング素子、及び、
　（ｄ）各スイッチング素子に対応して設けられた、反射領域と透過領域とを有する単位
表示領域、
を備えている。
【００３８】
　フロント・パネルは、例えば、ガラス基板やプラスチック基板から成る上部基板と、上
部基板の外面に設けられた上部偏光板から構成されている。カラー液晶表示装置である場
合には、上部基板の内面に、カラーフィルターが設けられている。単位表示領域あるいは
カラーフィルターの配置パターンとして、デルタ配列、ストライプ配列、ダイアゴナル配
列、レクタングル配列を挙げることができる。
【００３９】
　一方、リア・パネルは、例えば、ガラス基板やプラスチック基板から成る下部基板と、
下部基板の内面に形成されたスイッチング素子と、スイッチング素子によって映像信号線
との導通／非導通が制御される第１画素電極／第２画素電極と、第１対向電極／第２対向
電極と、例えば下部基板の外面に設けられた下部偏光板とから構成されている。単位表示
領域において、第１対向電極と第２対向電極とは、分割して形成されている。第１対向電
極には、第１の電圧が印加され、第２対向電極には、第１の電圧とは異なる第２の電圧が
印加される。下部基板上の反射領域に対応する部分には、例えばアルミニウムから成る反
射板が形成されている。
【００４０】
　電界が印加されていないときの液晶分子の分子軸の方向（初期配向方位）は、例えば、
上部基板と液晶層とが接する面に上部配向膜を形成し、下部基板と液晶層とが接する面に
下部配向膜を形成し、上部配向膜と下部配向膜にラビング処理を施すことにより設定する
ことができる。
【００４１】
　液晶層は、透過領域においては１／２波長板、反射領域においては１／４波長板として
機能するようにその厚さが設定される。例えば、下部基板上に形成される層間絶縁層を、
反射領域と透過領域とで異なる厚さとすることにより、液晶層を好適な厚さとすることが
できるが、これに限るものではない。
【００４２】
　上述した液晶表示装置を構成する各種の部材や液晶材料は、周知の部材、材料から構成
することができる。スイッチング素子として、ＭＯＳ型ＦＥＴや薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）といったトランジスタ素子等の３端子素子や、ＭＩＭ素子、バリスタ素子、ダイオー
ド等の２端子素子を例示することができる。
【００４３】
　第１画素電極／第２画素電極と第１対向電極／第２対向電極とが形成された液晶セルを
含む領域が、１画素（ピクセル）あるいは１副画素（サブピクセル）に該当する。そして
、カラー液晶表示装置においては、各画素（ピクセル）を構成する赤色発光副画素（副画
素［Ｒ］と呼ぶ場合がある）は、係る領域と赤色を透過するカラーフィルターとの組合せ
から構成され、緑色発光副画素（副画素［Ｇ］と呼ぶ場合がある）は、係る領域と緑色を
透過するカラーフィルターとの組合せから構成され、青色発光副画素（副画素［Ｂ］と呼
ぶ場合がある）は、係る領域と青色を透過するカラーフィルターとの組合せから構成され
ている。副画素［Ｒ］、副画素［Ｇ］及び副画素［Ｂ］の配置パターンは、上述したカラ
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ーフィルターの配置パターンと一致する。尚、画素は、副画素［Ｒ］、副画素［Ｇ］、及
び、副画素［Ｂ］の３種の副画素［Ｒ，Ｇ，Ｂ］を１組として構成される構成に限定され
ず、例えば、これらの３種の副画素［Ｒ，Ｇ，Ｂ］に更に１種類あるいは複数種類の副画
素を加えた１組（例えば、輝度向上のために白色光を発光する副画素を加えた１組、色再
現範囲を拡大するために補色を発光する副画素を加えた１組、色再現範囲を拡大するため
にイエローを発光する副画素を加えた１組、色再現範囲を拡大するためにイエロー及びシ
アンを発光する副画素を加えた１組）から構成することもできる。
【００４４】
　２次元マトリクス状に配列された画素（ピクセル）の値として、ＶＧＡ（６４０，４８
０）、Ｓ－ＶＧＡ（８００，６００）、ＸＧＡ（１０２４，７６８）、ＡＰＲＣ（１１５
２，９００）、Ｓ－ＸＧＡ（１２８０，１０２４）、Ｕ－ＸＧＡ（１６００，１２００）
、ＨＤ－ＴＶ（１９２０，１０８０）、Ｑ－ＸＧＡ（２０４８，１５３６）の他、（１９
２０，１０３５）、（７２０，４８０）、（１２８０，９６０）等、画像表示用解像度の
幾つかを例示することができるが、これらの値に限定するものではない。
【００４５】
　上述した例では、第１画素電極／第２画素電極と第１対向電極／第２対向電極とが下部
基板に設けられているとして説明したが、これに限るものではない。液晶層に横方向（液
晶層の厚さ方向と直交する仮想面に倣う方向であり、実質的に上部基板面／下部基板面に
倣う方向である）の電界を印加することができる限り、これらの電極の配置は任意に設定
することができる。例えば、第１画素電極／第２画素電極を下部基板側に形成し、第１対
向電極の射影像と第１画素電極の射影像との間、及び、第２対向電極の射影像と第２画素
電極の射影像との間に間隔が空くように、第１対向電極／第２対向電極を上部基板側に形
成する構成とすることもできる。
【００４６】
　第１対向電極と第２対向電極の形状は、液晶表示装置の仕様や設計に応じて適宜設定す
ればよい。例えば、これらの電極は、略直線状であってもよいし、幹電極部から枝電極部
が伸びる櫛歯状であってもよい。例えば、第１対向電極及び第２対向電極はＸ方向に略直
線状に伸び、対向する画素電極との間にＹ方向の電界を形成する構成とすることができる
。あるいは又、第１対向電極及び第２対向電極の幹電極部はＸ方向に延び、幹電極部から
枝電極部がＹ方向に延在し、枝電極部と対向する画素電極との間にＸ方向の電界を形成す
る構成とすることもできる。単位表示領域に形成される枝電極部の数は、液晶表示装置の
仕様等に応じて適宜設定すればよい。
【００４７】
　第１画素電極及び第２画素電極は、各単位表示領域毎に島状の電極として形成される。
基本的には、第１対向電極の射影像と第１画素電極の射影像との間、及び、第２対向電極
の射影像と第２画素電極の射影像との間に間隔が空く形状である必要がある。一般に、第
１画素電極／第２画素電極の縁は、第１対向電極／第２対向電極の縁に倣う形状とするこ
とが便宜である。例えば、第１対向電極／第２対向電極が直線状に延びる場合には、第１
画素電極／第２画素電極を単純な矩形とすればよいし、第１対向電極／第２対向電極が幹
電極部から枝電極部が伸びる櫛歯状の場合には、枝電極部と枝電極部との間に位置する突
出部を有する矩形とすればよい。第１画素電極と第２画素電極とは、それぞれ独立した島
状の電極として設けられていてもよい。あるいは又、反射領域と透過領域に亙る１つの島
状の電極として設けられ、反射領域に対応する部分が第１画素電極、透過領域に対応する
部分が第２画素電極を形成する構成であってもよい。
【００４８】
　尚、横電界方式の液晶表示装置にあっては、液晶分子を長軸方向から眺める場合と、液
晶分子を短軸方向から眺める場合とで、画像に色度変化（カラーシフト）が生ずることが
知られている。この対策として、画素電極と対向電極を「く」の字型に形成し、単位表示
領域内において、液晶分子の回転方向を２方向とすることが従来より提案されている。本
発明においても、画素電極や対向電極を「く」の字型として形成してもよい。例えば、対
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向電極は幹電極部と幹電極部から延在した枝電極部から成り、枝電極部が「く」の字型に
形成されている構成とすることもできる。画素電極においても同様である。
【００４９】
　第１画素電極と第１対向電極との間の電位差を保持するための第１保持容量は、例えば
、第１画素電極に導通する補助電極と、第１対向電極に導通する補助電極とを対向させて
形成することにより構成することができる（より具体的には、これら補助電極による静電
容量と、第１画素電極と第１対向電極との間の静電容量とは並列に接続され、これらの静
電容量により、電位差が保持される）。補助電極は、たとえば下部基板において、積層さ
れた層間絶縁層の間に形成する等、周知の方法により適宜設ければよい。第２画素電極と
第２対向電極との間の電位差を保持するための第２保持容量についても、上記で説明した
と同様である。
【００５０】
　本発明において、下部偏光板の偏光軸は、電圧が印加されていないときの液晶分子の分
子軸の方向と略平行または略垂直であり、上部偏光板の偏光軸は、下部偏光板の偏光軸と
略垂直である構成とすることができる。これにより、透過領域において良好な黒表示の状
態を得ることができる。尚、下部偏光板の偏光軸が、電圧が印加されていないときの液晶
分子の分子軸と略４５度を成し、上部偏光板の偏光軸は、下部偏光板の偏光軸と略垂直で
ある構成である場合には、透過領域はノーマリーホワイト、反射領域はノーマリーブラッ
クとなるが、この構成においても本発明を適用することにより透過領域と反射領域の動作
モードの相違が電気的に補償され、支障なく画像を表示することができる（但し、透過領
域がノーマリーブラックの構成に対して、透過領域における黒表示は液晶層の位相差を利
用して行われるので、コントラスト性能は低下する）。液晶層を構成する液晶分子の初期
配向方位は、表示装置の設計に応じて適宜設定することができる。例えば、画素電極が延
在する方向に対し、０度乃至４５度の範囲で所定の角度を成すように設定することができ
る。
【００５１】
　透過領域を背面から照射するバックライトとして、広く周知のバックライトを用いるこ
とができる。バックライトの光源として、発光ダイオード（ＬＥＤ）を挙げることができ
るし、あるいは又、冷陰極線型の蛍光ランプや、エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）装置
、冷陰極電界電子放出装置（ＦＥＤ）、プラズマ表示装置、通常のランプを挙げることも
できる。光拡散板等の周知の光学シートが、バックライトと液晶表示装置との間に配置さ
れていてもよい。
【００５２】
　液晶表示装置を駆動するための各種回路は、例えば、駆動回路、演算回路、記憶装置（
メモリ）等、周知の回路から構成することができる。尚、駆動回路に電気信号として１秒
間に送られる画像の枚数がフレーム周波数（フレームレート）であり、フレーム周波数の
逆数がフレーム時間（単位：秒）である。液晶表示装置の駆動方法は、線順次駆動方式で
あってもよいし、点順次駆動方式であってもよい。
【発明の効果】
【００５３】
　本発明によれば、透過領域と反射領域の動作モードの相違が、簡便な構成により電気的
に補償される。そして、透過領域において良好な黒表示の状態を得ることができ、高コン
トラストで表示品位に優れた半透過型液晶表示装置を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５４】
　先ず、本発明の理解を助けるために、本発明の液晶表示装置の概要を説明する。
【００５５】
　実施例１の液晶表示装置１は、図８に示すように、（ａ）第１の方向に延び、一端が走
査信号駆動回路７１に接続されたＭ本の走査信号線ＳＬ、（ｂ）第２の方向に延び、一端
が映像信号駆動回路７２に接続されたＮ本の映像信号線ＶＬ、（ｃ）走査信号線ＳＬと映
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像信号線ＶＬとの交差部に配置され、走査信号線ＳＬの走査信号に応じて動作するトラン
ジスタ１４（トランジスタ１４については後述する）、及び、（ｄ）各トランジスタ１４
に対応して設けられた、反射領域ＲＡと透過領域ＴＡとを有する単位表示領域ＵＡを備え
た横電界駆動型の半透過型液晶表示装置である。後述する他の実施例における液晶表示装
置においても同様である。
【００５６】
　そして、単位表示領域ＵＡには、（Ａ）反射領域ＲＡを構成する第１画素電極２０Ａと
第１対向電極２１、（Ｂ）第１画素電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差を保持
するための第１保持容量２４、（Ｃ）透過領域ＴＡを構成する第２画素電極２０Ｂと第２
対向電極２２、及び、（Ｄ）第２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差を保
持するための第２保持容量２５が備えられている。後述する他の実施例における液晶表示
装置においても同様である。尚、第１保持容量２４、第２保持容量２５、第１画素電極２
０Ａ、第２画素電極２０Ｂ、第１対向電極２１、及び、第２対向電極２２については後述
する。液晶表示装置１については、実施例１の説明において詳細に説明する。
【００５７】
　図１は、実施例１の液晶表示装置１について、或る単位表示領域ＵＡ付近における各種
構成要素の配置を説明するための模式的な平面図である。図２の（Ａ）は、液晶表示装置
１を図１においてＡ－Ａで示す線で切断したときの模式的な端面図である。同様に、図２
の（Ｂ）は、液晶表示装置１を図１においてＢ－Ｂで示す線で切断したときの端面図であ
り、図２の（Ｃ）は、液晶表示装置１を図１においてＣ－Ｃで示す線で切断したときの端
面図である。尚、後述する他の実施例における液晶表示装置においても同様である。
【００５８】
　後述する図３に示す第１保持容量２４や第２保持容量２５は、第１画素電極２０Ａ、第
１対向電極２１、第２画素電極２０Ｂ、第２対向電極２２にそれぞれ導通する補助電極に
よって構成されている。尚、図１及び図２においては、便宜のため、第１保持容量２４や
第２保持容量２５を構成する補助電極の図示を省略した。
【００５９】
　また、図１、図２、図３、及び、これらを参照して行う以下の説明においては、便宜の
ため、走査信号線ＳＬを走査信号線１１、映像信号線ＶＬを映像信号線１５と表し、図８
に示す共通電極駆動回路７３に一端が接続された共通電極線ＣＬを、共通電極線１２とし
て表した。
【００６０】
　図１、図２の（Ａ）～（Ｃ）に示すように、液晶表示装置１は、下部基板１０と上部基
板４０、両基板間に挟持されている液晶層３０、下部基板１０の外側（後述するバックラ
イト６０側）に配置された下部偏光板５０、上部基板４０の外側に配置された上部偏光板
５１を具備している。下部基板１０には下部配向膜２３が、上部基板４０には上部配向膜
４３が形成されている。液晶層３０は下部配向膜２３と上部配向膜４３とに接する。これ
らの配向膜２３，４３によって、電界が印加されていない状態における、液晶層３０を構
成する液晶分子３１の分子軸の方向が規定される。尚、参照番号６０は、液晶表示装置１
を背面から照射するバックライト、参照番号４１は所謂ブラックマトリックス、参照番号
４２はカラーフィルターである。
【００６１】
　下部基板１０の液晶層３０側には、第１絶縁膜１３Ａと第２絶縁膜１３Ｂとが積層して
形成されている。第１絶縁膜１３Ａと第２絶縁膜１３Ｂとの間には、トランジスタ１４が
形成されている。第２絶縁膜１３Ｂ上には、映像信号線１５が形成されている。トランジ
スタ１４の一方のソース・ドレイン電極には映像信号線１５の舌部１５Ａが接続されてい
る。他方のソース・ドレイン電極には、導通部１５Ｂを介して、後述する第１画素電極２
０Ａと第２画素電極２０Ｂとが接続されている。導通部１５Ｂは、例えば、映像信号線１
５の形成にあわせて同時にパターンニングされて形成されている。
【００６２】
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　トランジスタ１４は、走査信号線１１の信号に従って動作するスイッチング素子として
機能する。走査信号線１１の走査信号に応じたトランジスタ１４の動作に基づいて、映像
信号駆動回路７２から映像信号線１５を介して、第１画素電極２０Ａと第２画素電極２０
Ｂに所定の電圧（後述する第３の電圧）が印加される。第２絶縁膜１３Ｂの上には第１層
間絶縁層１６（１６Ａ，１６Ｂ）が形成されている。
【００６３】
　反射領域ＲＡにおける第１層間絶縁層１６Ａの表面には凹凸が形成されており、その表
面上に、例えばアルミニウムが蒸着されて成る反射板１７が形成されている。反射板１７
の上には第２層間絶縁層１８が形成されており、第２層間絶縁層１８の上には、第１画素
電極２０Ａと第１対向電極２１とが形成されている。一方、透過領域ＴＡにおける第１層
間絶縁層１６Ｂの上には、Ｙ方向に延び互いに平行な第２画素電極２０Ｂと第２対向電極
２２とが形成されている。
【００６４】
　図１に示すように、第１対向電極２１と第２対向電極２２は櫛歯状に形成されている。
具体的には、第１対向電極２１は、図のＸ方向に延びる幹電極部と、幹電極部から－Ｙ方
向に延在する枝電極部から構成されている。同様に、第２対向電極２２は、図のＸ方向に
延びる幹電極部と、幹電極部から＋Ｙ方向に延在する枝電極部から構成されている。
【００６５】
　また、図１、図２の（Ａ）に示すように、第１画素電極２０Ａは、反射領域ＲＡと透過
領域ＴＡに亙る１つの島状の電極２０の反射領域ＲＡに対応する部分であり、第２画素電
極２０Ｂは、島状の電極２０の透過領域ＴＡに対応する部分である。第１画素電極２０Ａ
は、第１対向電極２１の枝電極部と枝電極部との間に位置し、第２画素電極２０Ｂは、第
２対向電極２２の枝電極部と枝電極部との間に位置する。このように、第１画素電極２０
Ａと第２画素電極２０ＢとはＹ方向に沿って形成されている。
【００６６】
　そして、第１画素電極２０Ａと第１対向電極２１との間に形成される電界（より具体的
には、第１画素電極２０Ａと第１対向電極２１の枝電極部との間に形成されるＸ方向の電
界）によって、反射領域ＲＡにおける液晶層３０が駆動される。同様に、第２画素電極２
０Ｂと第２対向電極２２との間に形成される電界（より具体的には、第２画素電極２０Ｂ
と第２対向電極２２の枝電極部との間に形成されるＸ方向の電界）によって、透過領域Ｔ
Ａにおける液晶層３０が駆動される。
【００６７】
　第１画素電極２０Ａと第２画素電極２０Ｂはお互いに導通しており、共に後述する第３
の電圧が印加される。より具体的には、第３の電圧が、走査信号線１１の走査信号に応じ
たトランジスタ１４の動作に基づいて、映像信号駆動回路７２から映像信号線１５を介し
て第１画素電極２０Ａと第２画素電極２０Ｂとに印加される。
【００６８】
　一方、第１対向電極２１と第２対向電極２２とは分割して形成されている。第１対向電
極２１は共通電極線１２に接続されており、共通電極駆動回路７３から共通電極線１２を
介して第１の電圧が印加される。同様に、第２対向電極２２は他の共通電極線１２に接続
されており、共通電極駆動回路７３から他の共通電極線１２を介して第１の電圧とは異な
る第２の電圧が印加される。
【００６９】
　第２層間絶縁層１８は透過領域ＴＡにおける液晶層３０の厚さが反射領域ＲＡにおける
液晶層３０の厚さの約２倍になるような厚さに設定されており、液晶層３０は、透過領域
ＴＡにおいては１／２波長板、反射領域ＲＡにおいては１／４波長板として機能する。
【００７０】
　第１対向電極２１と第１画素電極２０Ａの間、及び、第２対向電極２２と第２画素電極
２０Ｂの間に電界が形成されていない状態において、液晶層３０を構成する液晶分子３１
の分子軸は、Ｘ軸に対して略４５度の角度を成す。そして、反射領域ＲＡの液晶層３０を
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構成する液晶分子３１の分子軸は、第１対向電極２１と第１画素電極２０Ａの間の電界に
より、Ｘ軸に倣うように変化する。同様に、透過領域ＴＡの液晶層３０を構成する液晶分
子３１の分子軸は、第２対向電極２２と第２画素電極２０Ｂの間の電界により、Ｘ軸に倣
うように変化する。そして、下部偏光板５０の偏光軸はＸ軸に対して略４５度を成す方向
に設定されており、上部偏光板５１の偏光軸は下部偏光板５０の偏光軸と略直交する方向
（具体的には、Ｘ軸に対して略１３５度を成す方向に設定されている。上記の構成は、背
景技術において図２９の（Ｂ）～（Ｄ）を参照して説明したと同様の構成であり、透過領
域ＴＡはノーマリーブラック、反射領域ＲＡはノーマリーホワイトとなる。
【００７１】
　図３の（Ａ）に、以上説明した液晶表示装置１における単位表示領域ＵＡの構成を模式
的に示した。上述したように、第３の電圧が、走査信号線１１の走査信号に応じたトラン
ジスタ１４の動作に基づいて、映像信号駆動回路７２から映像信号線１５を介して第１画
素電極２０Ａと第２画素電極２０Ｂとに印加される。後述する実施例に関する接続図にお
いて、便宜のため、図３の（Ａ）に示す構造を、図３の（Ｂ）のように簡略化して記載し
た。
【００７２】
　次に、上記の液晶表示装置の製造方法を簡単に説明する。先ず、下部基板１０上に、走
査信号線１１と共通電極線１２とを同層で形成する。次いで、全面に第１絶縁膜１３Ａを
形成し、その後、所定の場所に半導体層から成るトランジスタ１４を形成する。その後、
第２絶縁膜１３Ｂを全面に形成する。
【００７３】
　次いで、トランジスタ１４の両方のソース・ドレイン電極部分が露出するように、第２
絶縁膜１３Ｂに開口部を形成する。その後、該開口部を覆うように絶縁膜１３Ｂ上に形成
され、開口部を介して一方のソース・ドレイン電極に接続された映像信号線１５（舌部１
５Ａを含む）を形成する。また、映像信号線１５の形成とあわせて、他方のソース・ドレ
イン電極に接続された導通部１５Ｂを形成する。
【００７４】
　次いで、全面に、ポリイミド等から成る第１層間絶縁層１６（１６Ａ，１６Ｂ）を形成
する。その後、反射領域ＲＡに対応する第１層間絶縁層１６Ａの表面に凹凸を形成する。
具体的には、ハーフトーン露光等を施すことにより段差形状を形成し、次いで、リフロー
処理を施すことにより段差形状に丸みを持たせ凹凸を形成したが、これに限るものではな
い。
【００７５】
　その後、第１層間絶縁層１６Ａの凹凸面上に、例えばアルミニウムを蒸着して反射板１
７を形成する。次いで、全面に第２層間絶縁層１８を形成した後、透過領域ＴＡの部分の
第２層間絶縁層１８を選択的に除去する。
【００７６】
　その後、トランジスタ１４のソース・ドレイン電極に接続された導通部１５Ｂが露出す
るように、第１層間絶縁層１６等に開口部を形成する。次いで、該開口部を覆い、第１層
間絶縁層１６Ｂ及び第２層間絶縁層１８上に亙る島状の電極２０を形成する。同様に、共
通電極線１２の所定の部分が露出するように、第１層間絶縁層１６等に開口部を形成する
。次いで、開口部を介して所定の共通電極線１２に接続された第１対向電極２１を第２層
間絶縁層１８上に形成し、開口部を介して他の所定の共通電極線１２に接続された第２対
向電極２２を第１層間絶縁層１６Ｂ上に形成する。尚、説明の都合上、各電極の形成工程
を別々に説明したが、実際には、各開口部の形成、各電極の形成は、それぞれ共通のプロ
セスにより行うことができる。
【００７７】
　その後、全面に下部配向膜２３を形成した後、その表面にラビング処理を施す。以上で
下側基板１０に関する一連の工程が完了する。
【００７８】
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　次いで、ブラックマトリックス４１、カラーフィルター４２、上部配向膜４３等が形成
された上部基板４０を準備し、上部基板４０と上記工程を経た下部基板１０とを対向させ
、その間に液晶材料を封入した後、周囲を封止する。その後、下部基板１０の表面に下部
偏光板５０を、上部基板４０の表面に上部偏光板５１を取り付ける。次いで、外部の回路
との結線やバックライトの取付等を行い液晶表示装置を完成することができる。
【００７９】
　以上、液晶表示装置について、その製造方法を含めて概要を説明した。次いで、後述す
る各種の実施例を含む本発明の液晶表示装置の基本的な動作原理を説明する。
【００８０】
　本発明の液晶表示装置にあっては、第１対向電極２１には、第１の電圧が印加され、第
２対向電極２２には、第１の電圧とは異なる第２の電圧が印加される。そして、第１の電
圧をＶ1、第２の電圧をＶ2、Ｖ1とＶ2のうち電圧が高いものをＨｉ（Ｖ1，Ｖ2）、Ｖ1と
Ｖ2のうち電圧が低いものをＬｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）と表すとき、Ｈｉ（Ｖ1，Ｖ2）以下の電
圧であり、且つ、Ｌｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）以上の電圧である第３の電圧が、走査信号線１１の
走査信号に応じたトランジスタ１４の動作に基づいて、映像信号駆動回路７２から映像信
号線１５を介して第１画素電極２０Ａと第２画素電極２０Ｂとに印加される。
【００８１】
　図４の（Ａ）及び（Ｂ）は、或る単位表示領域ＵＡにおいてＶ1＞Ｖ2であるときの、各
電極の電位関係を模式的に示した図である。この場合には、Ｌｏｗ（Ｖ1，Ｖ2）＝Ｖ2、
Ｈｉ（Ｖ1，Ｖ2）＝Ｖ1となる。従って、第１画素電極２０Ａと第２画素電極２０Ｂとに
印加される第３の電圧の値をＶ3と表すとき、Ｖ2≦Ｖ3≦Ｖ1の範囲で、第３の電圧が印加
される。
【００８２】
　図４の（Ａ）は、Ｖ3が相対的にＶ1に近い側にある状態（例えば、Ｖ2＝０ボルト、Ｖ1

＝１０ボルト、Ｖ3＝８ボルトの状態）を模式的に示す。また、図４の（Ｂ）は、Ｖ3が相
対的にＶ2に近い側にある状態（例えば、Ｖ2＝０ボルト、Ｖ1＝１０ボルト、Ｖ3＝２ボル
トの状態）を模式的に示す。
【００８３】
　図４の（Ａ）及び（Ｂ）から明らかなように、｜Ｖ3－Ｖ1｜が大きくなると｜Ｖ3－Ｖ2

｜は小さくなり、｜Ｖ3－Ｖ1｜が小さくなると｜Ｖ3－Ｖ2｜は大きくなる関係にあること
がわかる。換言すれば、反射領域ＲＡの液晶層３０に印加される電界が強くなると透過領
域ＴＡにおける液晶層３０に印加される電界は弱くなり、反射領域ＲＡの液晶層３０に印
加される電界が弱くなると透過領域ＴＡにおける液晶層３０に印加される電界は強くなる
関係にある。従って、透過領域ＴＡと反射領域ＲＡの動作モードの相違が電気的に補償さ
れ、支障なく画像を表示することができる。以下、図５の（Ａ）及び（Ｂ）を参照して説
明する。
【００８４】
　図５の（Ａ）は、反射領域ＲＡ及び透過領域ＴＡの光の透過率と、画素電極と対向電極
との間の電位差の絶対値との関係を、模式的に示したものである。尚、縦軸の透過率を正
規化して示した。上述したように、液晶表示装置の透過領域ＴＡはノーマリーブラックで
あり、反射領域ＲＡはノーマリーホワイトである。従って、第２画素電極２０Ｂと第２対
向電極２２との間の電位差の絶対値が大きくなるにつれ、透過領域ＴＡの光の透過率は大
きくなる。一方、第１画素電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差の絶対値が大き
くなるにつれ、反射領域ＲＡの光の透過率は小さくなる。図５の（Ａ）において、透過領
域ＴＡ及び反射領域ＲＡの光の透過率を充分反転させるために、設計上画素電極と対向電
極間に印加される最大の電位差の絶対値をＶmaxとして表した。
【００８５】
　図５の（Ｂ）は、図５の（Ａ）に示す関係を、単位表示領域ＵＡにおける表示階調の観
点から表した模式図である。単位表示領域ＵＡを設計上最大の黒表示状態とする場合には
、反射領域ＲＡに設けられた第１画素電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差の絶
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対値をＶmaxとし、透過領域ＴＡに設けられた第２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２と
の間の電位差を０ボルトとすればよいことがわかる。また、単位表示領域ＵＡを設計上最
大の白表示状態とする場合には、反射領域ＲＡに設けられた第１画素電極２０Ａと第１対
向電極２１との間の電位差を０ボルトとし、透過領域ＴＡに設けられた第２画素電極２０
Ｂと第２対向電極２２との間の電位差の絶対値をＶmaxとすればよいことがわかる。即ち
、中間階調を表示する場合をも含め、第１画素電極２０Ａと第１対向電極２１との間に印
加すべき電圧の絶対値と、第２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間に印加すべき電
圧の絶対値とは、トレードオフの関係にある。
【００８６】
　本発明の液晶表示装置にあっては、上述したように、｜Ｖ3－Ｖ1｜が大きくなると｜Ｖ

3－Ｖ2｜は小さくなり、｜Ｖ3－Ｖ1｜が小さくなると｜Ｖ3－Ｖ2｜は大きくなる関係にあ
る。従って、｜Ｖ3－Ｖ1｜と｜Ｖ3－Ｖ2｜とはトレードオフの関係にあるので、支障なく
画像を表示することができる。尚、図５の（Ａ）及び（Ｂ）で示したＶmaxの値は、実質
的には｜Ｖ1－Ｖ2｜の値に対応する。従って、設計上画素電極と対向電極間に印加すべき
最大の電位差に対応して、Ｖ1やＶ2の値を設定すればよい。
【００８７】
　以上、後述する各種の実施例を含む本発明の液晶表示装置の基本的な動作原理を説明し
た。上述したように、本発明によれば、透過領域ＴＡと反射領域ＲＡの動作モードの相違
を簡便な構成により電気的に補償することができる。尚、液晶層３０に長時間一方向に電
界を印加すると、液晶層３０が劣化する。従って、液晶層３０には、適宜方向を反転させ
て電界を印加することが望ましい。以下、液晶層３０に方向を反転させて電界を印加する
ための構成について説明する。
【００８８】
　基本的には、或る単位表示領域ＵＡにおいて、Ｖ1＞Ｖ2である状態とＶ2＞Ｖ1である状
態とが、適宜切り替わる構成とすればよい。これにより、液晶層３０に方向を反転させて
電界を印加することができる。
【００８９】
　例えば、偶数番目のフレームを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線によ
る走査が完了したとき、或る単位表示領域ＵＡについて、第１対向電極２１に印加されて
いる第１の電圧をＶ1_evenF、第２対向電極２２に印加されている第２の電圧をＶ2_evenF

と表し、奇数番目のフレームを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線による
走査が完了したとき、該或る単位表示領域ＵＡについて、第１対向電極２１に印加されて
いる第１の電圧をＶ1_oddF、第２対向電極２２に印加されている第２の電圧をＶ2_oddFと
表す。そして、例えば、Ｖ1_evenF－Ｖ2_evenF＝－（Ｖ1_oddF－Ｖ2_oddF)という関係を
満たすことにより、フレーム毎に方向を反転させて、液晶層３０に電界を印加することが
できる。
【００９０】
　この場合において、例えば、Ｖ1_evenF＝Ｖ1_oddF、あるいは、Ｖ2_evenF＝Ｖ2_oddF、
を満たす構成とすることができる。この構成においては、第１対向電極２１あるいは第２
対向電極２２のいずれか一方に、フレームにかかわらず同一の電圧が印加される。従って
、対向電極に電圧を印加する回路の構成を簡便なものとすることができる。図６に、Ｖ2_

evenF＝Ｖ2_oddFである場合の動作例を示す。Ｖ1_evenF＝Ｖ1_oddFの場合の動作は、図６
において電圧の関係を入れ替えたものとなるので、図面は省略する。
【００９１】
　あるいは又、例えば、Ｖ1_evenF＝Ｖ2_oddF、且つ、Ｖ1_oddF＝Ｖ2_evenFを満たす構成
とすることもできる。図７に、Ｖ1_evenF＝Ｖ2_oddF、且つ、Ｖ1_oddF＝Ｖ2_evenFとした
場合の動作例を示す。この構成によれば、図６に対して、各電圧の変動幅を低減すること
ができるので、液晶表示装置の低消費電力化を図ることができる。
【００９２】
　以上、液晶層３０に方向を反転させて電界を印加するための構成について説明した。次
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いで、図面を参照して、実施例に基づき本発明を説明する。
【実施例１】
【００９３】
　実施例１は本発明の液晶表示装置に関する。図８は、実施例１の液晶表示装置１の模式
的な構成図である。図９は、実施例１の液晶表示装置１の白表示状態における動作の模式
的なタイミングチャートである。図１０は、実施例１の液晶表示装置１の黒表示状態にお
ける動作の模式的なタイミングチャートである。尚、説明の便宜のため、単位表示領域Ｕ
Ａが４×４のマトリクス状に配置されているとして説明するが、これに限るものではない
。後述する他の実施例においても同様である。
【００９４】
　説明の便宜のため、後述する他の実施例を含め、各単位表示領域ＵＡにおいて、第１対
向電極２１と第２対向電極２２との間の設計上の電位差の絶対値は、１０ボルトであると
する。実施例における白表示状態とは、反射領域ＲＡに設けられた第１対向電極２１と第
１画素電極２０Ａの間の電位差の絶対値が２ボルト、透過領域ＴＡに設けられた第２対向
電極２２と第２画素電極２０Ｂの間の電位差の絶対値が８ボルトである状態とする（即ち
、設計上最大の白表示状態より若干暗い状態である）。また、実施例における黒表示状態
とは、反射領域ＲＡに設けられた第１対向電極２１と第１画素電極２０Ａの間の電位差の
絶対値が８ボルト、透過領域ＴＡに設けられた第２対向電極２２と第２画素電極２０Ｂの
間の電位差の絶対値が２ボルトである状態とする（即ち、設計上最大の黒表示状態より若
干明るい状態である）。
【００９５】
　図８に示すように、単位表示領域ＵＡ1_1～ＵＡ1_4によって後述する信号線ＳＬ1に対
応する１行目が構成され、単位表示領域ＵＡ4_1～ＵＡ4_4によって信号線ＳＬ4に対応す
る４行目が構成される。同様に、単位表示領域ＵＡ2_1～ＵＡ2_4によって信号線ＳＬ2に
対応する２行目が構成され、単位表示領域ＵＡ3_1～ＵＡ3_4によって信号線ＳＬ3に対応
する３行目が構成されているが、図８においてはこれらの表記を省略した。また、単位表
示領域ＵＡ1_1を構成する反射領域ＲＡと透過領域ＴＡとを、それぞれ反射領域ＲＡ1_1、
透過領域ＴＡ1_1と表した。他の単位表示領域ＵＡに関しても同様である。また、後述す
る他の実施例においても同様である。
【００９６】
　図８に示すように、表示すべき画像の入力信号は制御回路７０に入力される。そして、
制御回路７０の指令により、走査信号駆動回路７１，映像信号駆動回路７２、共通電極駆
動回路７３は所定のタイミングで動作する。
【００９７】
　実施例１の液晶表示装置にあっては、或る１フレームを形成するための第１番目乃至第
Ｍ番目（図８に示す例では、Ｍ＝４）の走査信号線ＳＬによる走査が完了したとき、第ｍ
番目（但し、ｍ＝１，２，…，Ｍ）の走査信号線ＳＬmに対応する各単位表示領域ＵＡに
おいて、第１対向電極２１には、第１の電圧Ｖ1_mが印加されており、第２対向電極２２
には、第２の電圧Ｖ2_mが印加されている。換言すれば、１行目の単位表示領域ＵＡ1_1～
ＵＡ1_4の各第１対向電極２１には共通の第１の電圧が印加され、各第２対向電極２２に
は共通の第２の電圧が印加される。２行目以降の各単位表示領域ＵＡについても同様であ
る。また、後述する第２の実施例、第３の実施例、第４の実施例においても同様である。
【００９８】
　より具体的には、図８に示すように、実施例１の液晶表示装置は、Ｐ本（但し、Ｐ＝２
Ｍ、図８に示す例では、Ｐ＝８）の共通電極線ＣＬを備えている。第ｍ番目の走査信号線
ＳＬmに対応する各単位表示領域ＵＡの第１対向電極２１あるいは第２対向電極２２のう
ち、いずれか一方の対向電極（図８に示す例では、反射領域ＲＡに備えられた第１対向電
極２１）と第ｐ番目（但し、ｐ＝２ｍ－１）の共通電極線ＣＬpとが接続されている。ま
た、他方の対向電極（図８に示す例では、透過領域ＴＡに備えられた第２対向電極２２）
と第（ｐ＋１）番目の共通電極線ＣＬp+1とが接続されている。実施例１においては、隣
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り合う行を構成する単位表示領域ＵＡは、反射領域ＲＡと透過領域ＴＡとが対向するよう
に配置されている。尚、第１対向電極２１と第２対向電極２２の模式的な構造は、図３の
（Ａ）に示すとおりである。
【００９９】
　そして、第１対向電極２１には、第１対向電極２１に接続された共通電極線ＣＬを介し
て第１の電圧が印加され、第２対向電極２２には、第２対向電極２２に接続された共通電
極線ＣＬを介して第２の電圧が印加される。これにより、各行目の単位表示領域ＵＡにお
ける第１対向電極２１には共通の第１の電圧が印加され、各第２対向電極２２には共通の
第２の電圧が印加される。
【０１００】
　図９及び図１０において、図の左側は、偶数フレームを形成するときのタイミングチャ
ートを示し、図の右側は、奇数フレームを形成するときのタイミングチャートを示す。後
述する他の実施例に関する図面においても同様である。
【０１０１】
　図９及び図１０において、Ｖｐｘ1_1は、単位表示領域ＵＡ1_1に対応する画素電極（具
体的には、第１画素電極２０Ａ及び第２画素電極２０Ｂ）の電圧を示す。Ｖｐｘ2_1～Ｖ
ｐｘ4_1についても同様である。ＣＬ1は、各共通電極線ＣＬ1の電圧を示す。ＣＬ2～ＣＬ

8についても同様である。尚、後述する他の実施例に関する図面においても同様である。
【０１０２】
　図９及び図１０において、「Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1」は、単位表示領域ＵＡ1_1に対応する
第１画素電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差に対応し、「Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2」
は、単位表示領域ＵＡ1_1に対応する第２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電
位差に対応する。「Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3」～「Ｖｐｘ4_1－ＣＬ8」についても同様である。
尚、後述する実施例２における図１７においても同様である。
【０１０３】
　即ち、「Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1」～「Ｖｐｘ4_1－ＣＬ8」に示す波形は、それぞれ、図８に
示す１列目の単位表示領域列を構成する反射領域ＲＡ1_1、透過領域ＴＡ1_1、反射領域Ｒ
Ａ2_1、透過領域ＴＡ2_1、反射領域ＲＡ3_1、透過領域ＴＡ3_1、反射領域ＲＡ4_1、透過
領域ＴＡ4_1における、画素電極と対向電極間の電位差の波形を表す。尚、図９及び図１
０に示す例においては、映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4に印加される電圧を同じ値としたので、
上記の波形は、実質的に、各行目の単位表示領域ＵＡにおける反射領域ＲＡに設けられた
第１画素電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差、及び、透過領域ＴＡに設けられ
た第２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差にも対応する。尚、後述する実
施例２における図１７においても同様である。
【０１０４】
　図９及び図１０に示すように、走査信号線ＳＬ1～ＳＬ4には、走査信号駆動回路７１か
ら順次走査パルスが印加される。例えば、走査信号線ＳＬ1の走査パルスが印加されてい
る間、１行目の単位表示領域ＵＡ1_1～ＵＡ1_4のトランジスタ１４はオン状態となり、各
単位表示領域ＵＡの画素電極に、映像信号駆動回路７２から映像信号として第３の電圧が
映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4を介して印加される。そして、走査信号線ＳＬ1の走査パルス終
了後は、１行目の各単位表示領域ＵＡのトランジスタ１４はオフ状態となる。各単位表示
領域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差は第１保持容量２４に
よって保持され、第２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差は第２保持容量
２５によって保持される。２行目以降の単位表示領域ＵＡについても同様である。以上説
明したように、実施例１の液晶表示装置は、線順次駆動される。後述する他の実施例にお
いても同様である。
【０１０５】
　以下、図９を参照して、白表示状態における動作を説明する。
【０１０６】
　図９に示すように、偶数フレームの形成は期間ＴｅAから開始する。期間ＴｅAを含む図
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９に示す各期間の長さは、所謂水平走査期間（１Ｈ）である。期間ＴｅA前の状態は前フ
レーム（即ち、直前の奇数フレーム）の形成が終了後の状態であり、基本的には、図９に
示す奇数フレーム形成が終了した期間ＴｏE以降の状態と同様である。
【０１０７】
　　［期間ＴｏZ以前］
　この状態では、ある一定値の電圧をＶ0（便宜のため、後述する他の実施例を含めて、
Ｖ0＝０ボルトとして扱う）として、共通電極駆動回路７３から、透過領域ＴＡに接続さ
れた共通電極線ＣＬ2，ＣＬ4，ＣＬ6，ＣＬ8にはＶ0（＝０ボルト）、共通電極線ＣＬ1，
ＣＬ5にはＶ0＋１０ボルト（＝１０ボルト）、共通電極線ＣＬ3，ＣＬ7にはＶ0－１０ボ
ルト（＝－１０ボルト）の電圧が印加されている。Ｖｐｘ1_1～Ｖｐｘ4_1の値は、直前の
奇数フレーム形成時に、映像信号線ＶＬ1を介して印加された電圧が、第１保持容量２４
や第２保持容量２５によって保持された電圧の値である。Ｖｐｘ1_1，Ｖｐｘ3_1の値はＶ

0＋８ボルト（＝８ボルト）、Ｖｐｘ2_1，Ｖｐｘ4_1の値はＶ0－８ボルト（＝－８ボルト
）である。
【０１０８】
　　［期間ＴｅA］
　期間ＴｅAにおいては、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0－８ボ
ルト（＝－８ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ1に走査パルスが印加される。また、
共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ1にＶ0－１０ボルト（＝－１０ボルト）の電圧
が印加される（即ち、共通電極線ＣＬ1の電圧は＋１０ボルトから－１０ボルトとなる）
。
【０１０９】
　尚、共通電極線ＣＬ1の電圧を期間ＴｅAの始期よりも先行して変える態様とすることも
できる。後述する他の期間ＴｅB～ＴｅD、ＴｏA～ＴｏDについても同様である。共通電極
線ＣＬの電圧を確定させた後、映像信号線ＶＬから単位表示領域ＵＡの第１画素電極２０
Ａ及び第２画素電極２０Ｂに電圧を印加することにより、より効果的に第１保持容量２４
や第２保持容量２５に電位差を保持させることができる。液晶表示装置の構成にもよるが
、例えば、０乃至数Ｈ程度先行して共通電極線ＣＬの電圧を変化させる態様とすることも
できる。後述する他の実施例においても同様である。ここで、期間ＴｏZ以前においては
、単位表示領域ＵＡのトランジスタ１４はオフ状態にある。従って、１行目の単位表示領
域ＵＡの画素電極の電位は、共通電極線ＣＬの電圧と、直前の奇数フレームの走査により
第１保持容量２４及び第２保持容量２５に書き込まれた電荷量により定まる。従って、例
えば、１Ｈ先行して期間ＴｏZにおいて共通電極線ＣＬ1に印加される電圧が変化すると、
期間ＴｏY以前と期間ＴｏZとで、共通電極線ＣＬ1，ＣＬ2に対する１行目の単位表示領域
ＵＡの画素電極の電位が変化する（電圧の分圧関係が変化する）。このため、期間ＴｏZ

において、１行目の単位表示領域ＵＡの輝度変化が生ずる可能性が考えられる。しかし、
上記の変化は、１フレームを形成する時間に対して充分短い時間に起こる変化であり、実
用上無視することができる。尚、後述する第３の実施例、第４の実施例、第５の実施例に
おいては、共通電極線ＣＬの電圧を先行して変える。便宜のため、これらの実施例の説明
に用いる図面に示すタイミングチャートは、上記の電圧の分圧関係の変化がないものとし
て表した。
【０１１０】
　期間ＴｅAにおいては、走査信号線ＳＬ1の走査パルスにより１行目の単位表示領域ＵＡ

1_1～ＵＡ1_4のトランジスタ１４がオン状態となり、映像信号駆動回路７２から映像信号
線ＶＬ1～ＶＬ4を介して、各単位表示領域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第２画素電極２０
Ｂとに－８ボルトの電圧が印加される。印加された電圧は、走査信号線ＳＬ1の走査パル
ス終了後も、各単位表示領域ＵＡの第１保持容量２４や第２保持容量２５によって保持さ
れる。
【０１１１】
　　［期間ＴｅB］
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　期間ＴｅBにおいては、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0＋８ボ
ルト（＝８ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ2に走査パルスが印加される。また、共
通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ3にＶ0＋１０ボルト（＝１０ボルト）の電圧が印
加される（即ち、共通電極線ＣＬ3の電圧は－１０ボルトから＋１０ボルトとなる）。
【０１１２】
　上述したと同様に、２行目の単位表示領域ＵＡ2_1～ＵＡ2_4のトランジスタ１４がオン
状態となり、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4を介して、各単位表示領
域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第２画素電極２０Ｂとに８ボルトの電圧が印加される。印
加された電圧は、走査信号線ＳＬ2の走査パルス終了後も、各単位表示領域ＵＡの第１保
持容量２４や第２保持容量２５によって保持される。
【０１１３】
　　［期間ＴｅC］
　期間ＴｅCにおいては、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0－８ボ
ルト（＝－８ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ3に走査パルスが印加される。また、
共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ5にＶ0－１０ボルト（＝－１０ボルト）の電圧
が印加される（即ち、共通電極線ＣＬ5の電圧は＋１０ボルトから－１０ボルトとなる）
。
【０１１４】
　上述したと同様に、３行目の単位表示領域ＵＡ3_1～ＵＡ3_4のトランジスタ１４がオン
状態となり、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4を介して、各単位表示領
域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第２画素電極２０Ｂとに－８ボルトの電圧が印加される。
印加された電圧は、走査信号線ＳＬ3の走査パルス終了後も、各単位表示領域ＵＡの第１
保持容量２４や第２保持容量２５によって保持される。
【０１１５】
　　［期間ＴｅD］
　期間ＴｅDにおいては、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0＋８ボ
ルト（＝８ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ4に走査パルスが印加される。また、共
通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ7にＶ0＋１０ボルト（＝１０ボルト）の電圧が印
加される（即ち、共通電極線ＣＬ7の電圧は－１０ボルトから１０ボルトとなる）。
【０１１６】
　上述したと同様に、４行目の単位表示領域ＵＡ4_1～ＵＡ4_4のトランジスタ１４がオン
状態となり、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4を介して、各単位表示領
域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第２画素電極２０Ｂとに８ボルトの電圧が印加される。印
加された電圧は、走査信号線ＳＬ4の走査パルス終了後も、各単位表示領域ＵＡの第１保
持容量２４や第２保持容量２５によって保持される。
【０１１７】
　以上説明した期間ＴｅA～ＴｅDの動作により偶数フレームの形成が終了する。偶数フレ
ームの形成が終了した期間ＴｅEの時点において、
　反射領域ＲＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ4＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ5＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ6＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ7＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ8＝　８ボルト
となる。
【０１１８】
　従って、偶数フレームの形成が終了した時点において、各反射領域ＲＡの第１画素電極
２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差の絶対値は２ボルト、各透過領域ＴＡの第２画
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素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差の絶対値は８ボルトである。従って、透
過領域ＴＡと反射領域ＲＡの動作モードの相違が電気的に補償され、設計上最大の白表示
状態より若干暗い白表示状態の画像が表示される。
【０１１９】
　次いで、奇数フレームの形成について説明する。奇数フレームの形成は期間ＴｏAから
開始する。期間ＴｏA前の状態は前フレーム（即ち、直前の偶数フレーム）の形成が終了
後の状態であり、基本的には、図９に示す偶数フレーム形成が終了した期間ＴｅE以降の
状態と同様である。
【０１２０】
　期間ＴｏA～期間ＴｏDにおける動作は、基本的に上述した［期間ＴｅA］～［期間ＴｅD

］について説明したと同様であり、映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4や共通電極線ＣＬ1，ＣＬ3，
ＣＬ5，ＣＬ7に印加する電圧の波形を反転させればよいので、説明を省略する。
【０１２１】
　期間ＴｏA～ＴｏDの動作により奇数フレームの形成が終了する。奇数フレームの形成が
終了した期間ＴｏEの時点において、
　反射領域ＲＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ4＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ5＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ6＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ7＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ8＝－８ボルト
となる。偶数フレームとは極性が反転しているが、各反射領域ＲＡの第１画素電極２０Ａ
と第１対向電極２１との間の電位差の絶対値は２ボルト、各透過領域ＴＡの第２画素電極
２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差の絶対値は８ボルトである。従って、透過領域
ＴＡと反射領域ＲＡの動作モードの相違が電気的に補償され、設計上最大の白表示状態よ
り若干暗い白表示状態の画像が表示される。
【０１２２】
　偶数フレームと奇数フレームにおいて、第１対向電極２１と第２対向電極２２とに印加
されている電圧の関係は以下の通りである。即ち、例えば、偶数番目のフレームを形成す
るための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線ＳＬによる走査が完了したとき、或る単位表
示領域ＵＡについて、第１対向電極２１に印加されている第１の電圧をＶ1_evenF、第２
対向電極２２に印加されている第２の電圧をＶ2_evenFと表し、奇数番目のフレームを形
成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線ＳＬによる走査が完了したとき、該或る
単位表示領域ＵＡについて、第１対向電極２１に印加されている第１の電圧をＶ1_oddF、
第２対向電極２２に印加されている第２の電圧をＶ2_oddFと表す。そして、Ｖ1_evenF－
Ｖ2_evenF＝－（Ｖ1_oddF－Ｖ2_oddF)という関係が満たされている。実施例１の液晶表示
装置１においては、液晶層３０に印加される電界の方向がフレーム毎に変化し、長時間一
方向に電界が印加されることによる液晶の劣化を防止することができる。図１１の（Ａ）
に、偶数フレームにおいて、各単位表示領域ＵＡにおける対向電極を基準とした画素電極
の電圧の極性を示す。図１１の（Ｂ）に、奇数フレームにおいて、各単位表示領域ＵＡに
おける対向電極を基準とした画素電極の電圧の極性を示す。尚、図１１においては、便宜
のため、単位表示領域ＵＡが多数マトリクス状に配置されているとして記した。後述する
図１６、図２４、図２８においても同様である。
【０１２３】
　また、この場合において、Ｖ2_evenF＝Ｖ2_oddFという関係が満たされている。即ち、
透過領域ＴＡに接続された共通電極線ＣＬ2，ＣＬ4，ＣＬ6，ＣＬ8には、偶数フレーム／
奇数フレームにかかわらず常にある一定値の電圧Ｖ0（＝０ボルト）が印加される。従っ
て、第２対向電極２２に電圧を印加する共通電極駆動回路７３の構成を簡便なものとする
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ことができる。
【０１２４】
　次いで、或る１フレームを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線ＳＬによ
る走査が完了した時点の関係に注目すると、第ｍ番目（但し、ｍ＝１，２，…，Ｍ）の走
査信号線ＳＬmに対応する各単位表示領域ＵＡにおいて、第１対向電極２１には、第１の
電圧Ｖ1_mが印加されており、第２対向電極２２には、第２の電圧Ｖ2_mが印加されている
。そして、電圧Ｖ2_mは一定値Ｖ2_constであり、電圧Ｖ1_mは、ｍの値が奇数の場合には
一定値Ｖ1_odd、ｍの値が偶数の場合にはＶ1_oddとは異なる一定値Ｖ1_evenであるという
関係を満たしている。また、これに加えて、Ｖ1_odd－Ｖ2_const＝－（Ｖ1_even－Ｖ2_co

nst）という関係を満たしている。これらの関係を満たす実施例１の液晶表示装置１は、
奇数番目の走査信号線ＳＬに対応する各単位表示領域ＵＡと、偶数番目の走査信号線ＳＬ
に対応する各単位表示領域ＵＡとで、印加される電圧の極性が反転する。これにより、表
示画像のフリッカを低減することができる。図１２に、奇数行目／偶数行目の各単位表示
領域ＵＡにおける、第１の電圧Ｖ1、第２の電圧Ｖ2、第３の電圧Ｖ3との関係を模式的に
示した。
【０１２５】
　以上、図９を参照して白表示状態の動作を説明した。次いで、図１０を参照して、黒表
示状態の動作を説明する。
【０１２６】
　黒表示状態の動作は、基本的に図９における期間ＴｅA～期間ＴｅD、及び、期間ＴｏA

～期間ＴｏDにおける動作と同様であり、映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4に印加される電圧の値
を８ボルトから２ボルト、－８ボルトから－２ボルトとした点が相違するに止まる。従っ
て、各期間における説明は省略する。
【０１２７】
　図１０の期間ＴｅA～ＴｅDの動作により偶数フレームの形成が終了する。偶数フレーム
の形成が終了した期間ＴｅEの時点において、
　反射領域ＲＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1＝　８ボルト
　透過領域ＴＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2＝－２ボルト
　反射領域ＲＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3＝－８ボルト
　透過領域ＴＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ4＝　２ボルト
　反射領域ＲＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ5＝　８ボルト
　透過領域ＴＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ6＝－２ボルト
　反射領域ＲＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ7＝－８ボルト
　透過領域ＴＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ8＝　２ボルト
となる。従って、各反射領域ＲＡの第１画素電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位
差の絶対値は８ボルト、各透過領域ＴＡの第２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間
の電位差の絶対値は２ボルトである。従って、透過領域ＴＡと反射領域ＲＡの動作モード
の相違が電気的に補償され、設計上最大の黒表示状態より若干明るい黒表示状態の画像が
表示される。
【０１２８】
　また、図１０の期間ＴｏA～ＴｏDの動作により奇数フレームの形成が終了する。偶数フ
レームの形成が終了した期間ＴｏEの時点において、
　反射領域ＲＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1＝－８ボルト
　透過領域ＴＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2＝　２ボルト
　反射領域ＲＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3＝　８ボルト
　透過領域ＴＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ4＝－２ボルト
　反射領域ＲＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ5＝－８ボルト
　透過領域ＴＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ6＝　２ボルト
　反射領域ＲＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ7＝　８ボルト
　透過領域ＴＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ8＝－２ボルト
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となる。偶数フレームとは極性が反転しているが、各反射領域ＲＡの第１画素電極２０Ａ
と第１対向電極２１との間の電位差の絶対値は８ボルト、各透過領域ＴＡの第２画素電極
２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差の絶対値は２ボルトである。従って、透過領域
ＴＡと反射領域ＲＡの動作モードの相違が電気的に補償され、設計上最大の黒表示状態よ
り若干明るい黒表示状態の画像が表示される。
【０１２９】
　以上、実施例１の液晶表示装置の動作について説明した。尚、上述の構成においては、
透過領域ＴＡに接続された共通電極線ＣＬ2，ＣＬ4，ＣＬ6，ＣＬ8には、常にある一定値
の電圧Ｖ0（＝０ボルト）が印加されるとしたが、これに限るものではない。共通電極線
ＣＬ2，ＣＬ4，ＣＬ6，ＣＬ8と、共通電極線ＣＬ1，ＣＬ3，ＣＬ5，ＣＬ7とに印加する電
圧の関係を入れ替えた構成とすることもできる。
【０１３０】
　尚、共通電極線ＣＬ2，ＣＬ4，ＣＬ6，ＣＬ8と、共通電極線ＣＬ1，ＣＬ3，ＣＬ5，Ｃ
Ｌ7とに印加する電圧の関係を入れ替えた構成とした場合においても、上述したと同様に
、或る１フレームを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線ＳＬによる走査が
完了した時点の関係に注目すると、第ｍ番目（但し、ｍ＝１，２，…，Ｍ）の走査信号線
ＳＬmに対応する各単位表示領域ＵＡにおいて、第１対向電極２１には、第１の電圧Ｖ1_m

が印加されており、第２対向電極２２には、第２の電圧Ｖ2_mが印加されている。そして
、電圧Ｖ1_mは一定値Ｖ1_constであり、電圧Ｖ2_mは、ｍの値が奇数の場合には一定値Ｖ2

_odd、ｍの値が偶数の場合にはＶ2_oddとは異なる一定値Ｖ2_evenという関係を満たす。
また、これに加えて、Ｖ1_const－Ｖ2_odd＝－（Ｖ1_const－Ｖ2_even）という関係を満
たす。この構成においても、奇数番目の走査信号線ＳＬに対応する各単位表示領域ＵＡと
、偶数番目の走査信号線ＳＬに対応する各単位表示領域ＵＡとで、印加される電圧の極性
が反転する。従って、表示画像のフリッカを低減することができる。
【０１３１】
　次いで、実施例１の変形例について簡単に説明する。図１３は、実施例１の液晶表示装
置の変形例の模式的な構成図である。
【０１３２】
　図８においては、隣り合う行を構成する単位表示領域ＵＡは、反射領域ＲＡと透過領域
ＴＡとが対向するように配置されている。一方、図１３に示す変形例にあっては、同種の
領域が対向するように配置されている。より具体的には、図１３に示す変形例は、図８に
対し、走査信号線ＳＬ2，ＳＬ4に対応する各単位表示領域ＵＡの反射領域ＲＡと透過領域
ＴＡとを入れ替えた構成である。
【０１３３】
　反射領域ＲＡ同士が対向する領域にあっては、反射領域ＲＡに設けられる反射板等を複
数の単位表示領域ＵＡに亙るように連続して形成することができる。透過領域に形成され
る種々の構成要素についても同様である。上述した構成によれば、反射板等の分割工程等
が不要となり、液晶表示装置の構造上の余裕度をより大きなものとすることができる。
【０１３４】
　図１４は、図１３に示す変形例において上述した図９に示す動作に対応する動作を行う
ときの模式的なタイミングチャートを示す。上述した図９に示す動作に対応する動作を行
う場合には、一部の共通電極線ＣＬに印加する電圧を入れ替えればよい。具体的には、図
９において共通電極線ＣＬ3の波形と共通電極線ＣＬ4の波形とを入れ替え、共通電極線Ｃ
Ｌ7の波形と共通電極線ＣＬ8の波形とを入れ替えればよい（尚、これに伴い、図９に示す
Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3の波形とＶｐｘ2_1－ＣＬ4の波形とが入れ替わり、Ｖｐｘ4_1－ＣＬ7の
波形とＶｐｘ4_1－ＣＬ8の波形とが入れ替わる）。尚、変形例において、上述した図１０
に示す動作と同様の動作を行う場合においても同様である。図１５は、図１３に示す変形
例において上述した図１０に示す動作に対応する動作を行うときの模式的なタイミングチ
ャートを示す。図１６の（Ａ）は、変形例について、偶数フレームにおいて、各単位表示
領域における対向電極を基準とした画素電極の電圧の極性を示す。図１６の（Ｂ）は、奇
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数フレームにおいて、各単位表示領域における対向電極を基準とした画素電極の電圧の極
性を示す。
【実施例２】
【０１３５】
　実施例２は、実施例１の変形である。実施例１に対し、映像信号線ＶＬや共通電極線Ｃ
Ｌに印加する電圧の絶対値を低くすることができる特徴を有する。実施例２の液晶表示装
置２の構造自体は実施例１で説明したと同様であり、動作のみが相違する。従って、液晶
表示装置の構造の説明は省略する。
【０１３６】
　実施例２及び後述する実施例については、便宜のため、白表示状態の動作のみ説明する
。図１７は、実施例２の液晶表示装置２の白表示状態における動作の模式的なタイミング
チャートである。
【０１３７】
　実施例１における図９と同様に、図１７においても偶数フレームの形成は期間ＴｅAか
ら開始する。期間ＴｅA前の状態は前フレーム（即ち、直前の奇数フレーム）の形成が終
了後の状態であり、基本的には、図１７に示す奇数フレーム形成が終了した期間ＴｏE以
降の状態と同様である。
【０１３８】
　　［期間ＴｏZ以前］
　この状態では、ある一定値の電圧をＶ0として、共通電極駆動回路７３から、共通電極
線ＣＬ1，ＣＬ4，ＣＬ5，ＣＬ8には、Ｖ0＋５ボルト（＝５ボルト）、共通電極線ＣＬ2，
ＣＬ3，ＣＬ6，ＣＬ7にはＶ0－５ボルト（＝－５ボルト）の電圧が印加されている。Ｖｐ
ｘ1_1～Ｖｐｘ4_1の値は、直前の奇数フレーム形成時に、映像信号線ＶＬ1を介して印加
された電圧が、第１保持容量２４や第２保持容量２５によって保持された電圧の値である
。Ｖｐｘ1_1，Ｖｐｘ3_1の値はＶ0＋３ボルト（＝３ボルト）、Ｖｐｘ2_1，Ｖｐｘ4_1の
値はＶ0－３ボルト（＝－３ボルト）である。
【０１３９】
　　［期間ＴｅA］
　期間ＴｅAにおいては、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0－３ボ
ルト（＝－３ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ1に走査パルスが印加される。また、
共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ1にＶ0－５ボルト（＝－５ボルト）の電圧が印
加される（即ち、共通電極線ＣＬ1の電圧は＋５ボルトから－５ボルトとなる）。また、
実施例２では、実施例１とは異なり隣接する共通電極線ＣＬ2に印加する電圧も変える。
より具体的には、共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ2にＶ0＋５ボルト（＝５ボル
ト）の電圧を印加する（即ち、共通電極線ＣＬ2の電圧は－５ボルトから５ボルトとなる
）。
【０１４０】
　実施例１で説明したと同様に、期間ＴｅAにおいては、走査信号線ＳＬ1の走査パルスに
より１行目の単位表示領域ＵＡ1_1～ＵＡ1_4の各単位表示領域ＵＡの第１画素電極２０Ａ
と第２画素電極２０Ｂとに－３ボルトの電圧が印加される。印加された電圧は、走査信号
線ＳＬ1の走査パルス終了後も、各単位表示領域ＵＡの第１保持容量２４や第２保持容量
２５によって保持される。
【０１４１】
　　［期間ＴｅB］
　期間ＴｅBにおいては、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0＋３ボ
ルト（＝３ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ2に走査パルスが印加される。また、共
通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ3にＶ0＋５ボルト（＝５ボルト）の電圧が印加さ
れる（即ち、共通電極線ＣＬ3の電圧は－５ボルトから５ボルトとなる）。また、実施例
２では、実施例１とは異なり共通電極線ＣＬ4に印加する電圧も変える。より具体的には
、共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ4にＶ0－５ボルト（＝－５ボルト）の電圧が
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印加される（即ち、共通電極線ＣＬ4の電圧は５ボルトから－５ボルトとなる）。
【０１４２】
　上述したと同様に、期間ＴｅBにおいては、走査信号線ＳＬ2の走査パルスにより２行目
の単位表示領域ＵＡ2_1～ＵＡ2_4の各単位表示領域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第２画素
電極２０Ｂとに３ボルトの電圧が印加される。印加された電圧は、走査信号線ＳＬ2の走
査パルス終了後も、各単位表示領域ＵＡの第１保持容量２４や第２保持容量２５によって
保持される。
【０１４３】
　　［期間ＴｅC］
　期間ＴｅCにおいては、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0－３ボ
ルト（＝－３ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ3に走査パルスが印加される。また、
共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ5にＶ0－５ボルト（＝－５ボルト）の電圧が印
加される（即ち、共通電極線ＣＬ5の電圧は５ボルトから－５ボルトとなる）。また、実
施例２では、実施例１とは異なり共通電極線ＣＬ6に印加する電圧も変える。より具体的
には、共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ6にＶ0＋５ボルト（＝５ボルト）の電圧
が印加される（即ち、共通電極線ＣＬ6の電圧は－５ボルトから５ボルトとなる）。
。
【０１４４】
　上述したと同様に、期間ＴｅCにおいては、走査信号線ＳＬ3の走査パルスにより３行目
の単位表示領域ＵＡ3_1～ＵＡ3_4の各単位表示領域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第２画素
電極２０Ｂとに－３ボルトの電圧が印加される。印加された電圧は、走査信号線ＳＬ3の
走査パルス終了後も、各単位表示領域ＵＡの第１保持容量２４や第２保持容量２５によっ
て保持される。
【０１４５】
　　［期間ＴｅD］
　期間ＴｅDにおいては、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0＋３ボ
ルト（＝３ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ4に走査パルスが印加される。また、共
通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ7にＶ0＋５ボルト（＝５ボルト）の電圧が印加さ
れる（即ち、共通電極線ＣＬ7の電圧は－５ボルトから５ボルトとなる）。また、実施例
２では、実施例１とは異なり共通電極線ＣＬ8に印加する電圧も変える。より具体的には
、共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ8にＶ0－５ボルト（＝－５ボルト）の電圧が
印加される（即ち、共通電極線ＣＬ8の電圧は５ボルトから－５ボルトとなる）。
【０１４６】
　上述したと同様に、期間ＴｅDにおいては、走査信号線ＳＬ4の走査パルスにより４行目
の単位表示領域ＵＡ4_1～ＵＡ4_4の各単位表示領域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第２画素
電極２０Ｂとに３ボルトの電圧が印加される。印加された電圧は、走査信号線ＳＬ4の走
査パルス終了後も、各単位表示領域ＵＡの第１保持容量２４や第２保持容量２５によって
保持される。
【０１４７】
　以上説明した期間ＴｅA～ＴｅDの動作により偶数フレームの形成が終了する。実施例１
の図９における偶数フレームの形成と同様に、実施例２において偶数フレームの形成が終
了した期間ＴｅEの時点においても、
　反射領域ＲＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ4＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ5＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ6＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ7＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ8＝　８ボルト
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となる。従って、偶数フレームの形成が終了した時点において、各反射領域ＲＡの第１画
素電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差の絶対値は２ボルト、各透過領域ＴＡの
第２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差の絶対値は８ボルトである。従っ
て、透過領域ＴＡと反射領域ＲＡの動作モードの相違が電気的に補償され、設計上最大の
白表示状態より若干暗い白表示状態の画像が表示される。
【０１４８】
　次いで、奇数フレームの形成について説明する。奇数フレームの形成は期間ＴｏAから
開始する。期間ＴｏA前の状態は前フレーム（即ち、直前の偶数フレーム）の形成が終了
後の状態であり、基本的には、図１７に示す偶数フレーム形成が終了した期間ＴｅE以降
の状態と同様である。
【０１４９】
　期間ＴｏA～期間ＴｏDにおける動作は、基本的に上述した［期間ＴｅA］～［期間ＴｅD

］について説明したと同様であり、映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4や共通電極線ＣＬ1～ＣＬ8に
印加する電圧の波形を反転させればよいので、説明を省略する。
【０１５０】
　期間ＴｏA～ＴｏDの動作により奇数フレームの形成が終了する。実施例１の図９におけ
る奇数フレームの形成と同様に、実施例２において奇数フレームの形成が終了した期間Ｔ
ｏEの時点においても、
　反射領域ＲＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ4＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ5＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ6＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ7＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ8＝－８ボルト
となる。偶数フレームとは極性が反転しているが、各反射領域ＲＡの第１画素電極２０Ａ
と第１対向電極２１との間の電位差の絶対値は２ボルト、各透過領域ＴＡの第２画素電極
２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差の絶対値は８ボルトである。従って、透過領域
ＴＡと反射領域ＲＡの動作モードの相違が電気的に補償され、設計上最大の白表示状態よ
り若干暗い白表示状態の画像が表示される。
【０１５１】
　偶数フレームと奇数フレームにおいて、第１対向電極２１と第２対向電極２２とに印加
されている電圧の関係は、実施例１で説明したと同様である。
【０１５２】
　即ち、例えば、偶数番目のフレームを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号
線ＳＬによる走査が完了したとき、或る単位表示領域ＵＡについて、第１対向電極２１に
印加されている第１の電圧をＶ1_evenF、第２対向電極２２に印加されている第２の電圧
をＶ2_evenFと表し、奇数番目のフレームを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査
信号線ＳＬによる走査が完了したとき、該或る単位表示領域ＵＡについて、第１対向電極
２１に印加されている第１の電圧をＶ1_oddF、第２対向電極２２に印加されている第２の
電圧をＶ2_oddFと表す。そして、例えば、Ｖ1_evenF－Ｖ2_evenF＝－（Ｖ1_oddF－Ｖ2_od

dF)という関係が満たされている。実施例２の液晶表示装置においても、液晶層３０に印
加される電界の方向がフレーム毎に変化し、長時間一方向に電界が印加されることによる
液晶の劣化を防止することができる。各単位表示領域ＵＡにおける対向電極を基準とした
画素電極の電圧の極性は、上述した実施例１における図１１の（Ａ）及び（Ｂ）と同様で
ある。
【０１５３】
　また、この場合において、Ｖ1_evenF＝Ｖ2_oddF、且つ、Ｖ1_oddF＝Ｖ2_evenFという関
係が満たされている。この関係を満たすことにより、後述するように、第１対向電極２１



(30) JP 4407690 B2 2010.2.3

10

20

30

40

50

に印加される第１の電圧、第２対向電極２２に印加される第２の電圧、及び、第１画素電
極２０Ａあるいは第２画素電極２０Ｂに印加される第３の電圧の変動幅を低減することが
できるので、液晶表示装置の低消費電力化を図ることができる。
【０１５４】
　次いで、或る１フレームを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線ＳＬによ
る走査が完了した時点の関係に注目すると、実施例１と同様に、第ｍ番目（但し、ｍ＝１
，２，…，Ｍ）の走査信号線ＳＬmに対応する各単位表示領域ＵＡにおいて、第１対向電
極２１には、第１の電圧Ｖ1_mが印加されており、第２対向電極２２には、第２の電圧Ｖ2

_mが印加されている。そして、電圧Ｖ1_mは、ｍの値が奇数の場合には一定値Ｖ1_odd、ｍ
の値が偶数の場合にはＶ1_oddとは異なる一定値Ｖ1_evenであり、電圧Ｖ2_mは、ｍの値が
奇数の場合には一定値Ｖ2_odd、ｍの値が偶数の場合にはＶ2_oddとは異なる一定値Ｖ2_ev

enという関係を満たしている。また、これに加えて、Ｖ1_odd＝Ｖ2_even、且つ、Ｖ1_eve

n＝Ｖ2_oddという関係を満たしている。この関係を満たす実施例２の液晶表示装置におい
ても、奇数番目の走査信号線ＳＬに対応する各単位表示領域ＵＡと、偶数番目の走査信号
線ＳＬに対応する各単位表示領域ＵＡとで、印加される電圧の極性が反転する。これによ
り、表示画像のフリッカを低減することができる。
【０１５５】
　更には、上述した関係を満たす実施例２の液晶表示装置にあっては、白表示状態で駆動
する際に共通電極線ＣＬに印加する電圧は－５ボルト／５ボルトであり、映像信号線ＶＬ
に印加する電圧は－３ボルト／３ボルトである。一方、前述した実施例１においては、白
表示状態で駆動する際に共通電極線ＣＬに印加する電圧は－１０ボルト／１０ボルトであ
り、映像信号線ＶＬに印加する電圧は－８ボルト／８ボルトである。従って、実施例２の
液晶表示装置によれば、第１対向電極２１に印加される第１の電圧、第２対向電極２２に
印加される第２の電圧、及び、第１画素電極２０Ａあるいは第２画素電極２０Ｂに印加さ
れる第３の電圧の変動幅を低減することができるので、液晶表示装置の低消費電力化を図
ることができる。図１８に、奇数行目／偶数行目の各単位表示領域ＵＡにおける、第１の
電圧Ｖ1、第２の電圧Ｖ2、第３の電圧Ｖ3との関係を模式的に示した。
【０１５６】
　次いで、実施例２の変形例について簡単に説明する。実施例２の変形例は、実施例１の
変形例として説明した図１３に示す構成において、上述した図１７に示す動作と同様の動
作を行う。図１９は、図１３に示す変形例において上述した図１７に示す動作に対応する
動作を行うときの模式的なタイミングチャートを示す。実施例１において説明したと同様
に、この場合においても一部の共通電極線ＣＬに印加する電圧を入れ替えればよい。具体
的には、図１７において共通電極線ＣＬ3の波形と共通電極線ＣＬ4の波形とを入れ替え、
共通電極線ＣＬ7の波形と共通電極線ＣＬ8の波形とを入れ替えればよい（尚、これに伴い
、図１７に示すＶｐｘ2_1－ＣＬ3の波形とＶｐｘ2_1－ＣＬ4の波形とが入れ替わり、Ｖｐ
ｘ4_1－ＣＬ7の波形とＶｐｘ4_1－ＣＬ8の波形とが入れ替わる）。変形例についての各単
位表示領域ＵＡにおける対向電極を基準とした画素電極の電圧の極性は、上述した実施例
１における変形例の図１６の（Ａ）及び（Ｂ）と同様である。
【実施例３】
【０１５７】
　実施例３も本発明の液晶表示装置に関する。共通電極線ＣＬの本数を削減した点が、実
施例１と主に相違する。
【０１５８】
　図２０は、実施例３の液晶表示装置３の模式的な構成図である。図２１は、実施例３の
液晶表示装置３の白表示状態における動作の模式的なタイミングチャートである。
【０１５９】
　図２０に示すように、実施例３の液晶表示装置３は、Ｐ本（但し、Ｐ＝Ｍ＋１、図２０
に示す例では、Ｍ＝４なのでＰ＝５である）の共通電極線ＣＬを備えている。そして、第
ｐ番目（但し、ｐは２以上Ｍ－１以下の自然数）の共通電極線ＣＬpには、第ｍ’番目（
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但し、ｍ’＝ｐ－１）の走査信号線ＳＬm'に対応する各単位表示領域ＵＡの第１対向電極
２１あるいは第２対向電極２２のうちいずれか一方の対向電極（図２０に示す例では、透
過領域ＴＡの第２対向電極２２）と、第（ｍ’＋１）番目の走査信号線ＳＬm'+1に対応す
る各単位表示領域ＵＡの第１対向電極２１あるいは第２対向電極２２のうち他方の対向電
極（図２０に示す例では、反射領域ＲＡの第１対向電極２１）とが接続されている。
【０１６０】
　そして、第１番目の走査信号線ＳＬ1に対応する各単位表示領域ＵＡの第１対向電極２
１あるいは第２対向電極２２のうち、第２番目の共通電極線ＳＬ2に接続されていない電
極（図２０に示す例では、反射領域ＲＡの第１対向電極２１）と、第１番目の共通電極線
ＣＬ1とが接続されている。
【０１６１】
　また、第Ｍ番目（図２０に示す例では、Ｍ＝４）の走査信号線ＳＬMに対応する各単位
表示領域ＵＡの第１対向電極２１あるいは第２対向電極２２のうち、第（Ｐ－１）番目（
図２０に示す例では、Ｐ－１＝４）の共通電極線ＣＬP-1に接続されていない電極（図２
０に示す例では、透過領域ＴＡの第２対向電極２２）と、第Ｐ番目（図２０に示す例では
、Ｐ＝５）の共通電極線ＣＬPとが接続されている。そして、第１対向電極２１には、第
１対向電極２１に接続された共通電極線ＣＬを介して第１の電圧が印加されており、第２
対向電極２２には、第２対向電極２２に接続された共通電極線ＣＬを介して第２の電圧が
印加されている、これにより、各行目の単位表示領域ＵＡの第１対向電極２１には共通の
第１の電圧が印加され、各第２対向電極２２には共通の第２の電圧が印加される。
【０１６２】
　実施例３の液晶表示装置３は、図８に示した実施例１の液晶表示装置１に対し、１行目
の単位表示領域ＵＡ1_1～ＵＡ1_4と２行目の単位表示領域ＵＡ2_1～ＵＡ2_4との間に位置
する共通電極線ＣＬの本数が１本削減されている。２行目と３行目、３行目と４行目の間
に位置する共通電極線も同様に各１本ずつ削減されている。尚、図２０に示す共通電極線
ＣＬ2～ＣＬ4には、第１対向電極２１と第２対向電極２２とが共に接続されている。従っ
て、これらの共通電極線ＣＬに印加される電圧は、第１対向電極２１については「第１の
電圧」であり、第２対向電極２２については「第２の電圧」である。後述する他の実施例
においても同様である。
【０１６３】
　尚、実施例３の液晶表示装置３においては、例えば、共通電極線ＣＬ2には１行目の単
位表示領域ＵＡ1_1～ＵＡ1_4の透過領域ＴＡに設けられた第２対向電極２２と、２行目の
単位表示領域ＵＡ2_1～ＵＡ2_4の反射領域ＲＡに設けられた第１対向電極２１とが接続さ
れている。１行目の単位表示領域ＵＡに映像信号線ＶＬから電圧を印加する際には、共通
電極線ＣＬ1，ＣＬ2の電位が確定している必要がある。また、２行目の単位表示領域ＵＡ
に映像信号線ＶＬから電圧を印加する際には、共通電極線ＣＬ2，ＣＬ3の電圧が確定して
いる必要がある。従って、例えば、１行目の単位表示領域ＵＡの走査の後、２行目の単位
表示領域ＵＡの走査を行う場合には、共通電極線ＣＬ2に印加される電圧の切り替えを、
１行目の単位表示領域ＵＡの走査を基準として行う必要がある。共通電極線ＣＬ3，ＣＬ4

においても同様である。また、後述する他の実施例においても同様である。
【０１６４】
　図２１において、「Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1」は、単位表示領域ＵＡ1_1に対応する第１画素
電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差に対応し、「Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2」は、単位
表示領域ＵＡ1_1に対応する第２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差に対
応する。「Ｖｐｘ2_1－ＣＬ2」～「Ｖｐｘ4_1－ＣＬ5」についても同様である。
【０１６５】
　即ち、「Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1」～「Ｖｐｘ4_1－ＣＬ5」に示す波形は、それぞれ、図２０
に示す１列目の単位表示領域列を構成する反射領域ＲＡ1_1、透過領域ＴＡ1_1、反射領域
ＲＡ2_1、透過領域ＴＡ2_1、反射領域ＲＡ3_1、透過領域ＴＡ3_1、反射領域ＲＡ4_1、透
過領域ＴＡ4_1における、画素電極と対向電極間の電位差の波形を表す。尚、図２１に示
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す例においても、映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4に印加される電圧を同じ値としたので、上記の
波形は、実質的に、各行目の単位表示領域ＵＡにおける反射領域ＲＡに設けられた第１画
素電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差、及び、透過領域ＴＡに設けられた第２
画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差にも対応する。尚、後述する実施例４
における図２３においても同様である。
【０１６６】
　以下、図２１を参照して、実施例３の液晶表示装置３の白表示状態における動作を説明
する。
【０１６７】
　上述した他の実施例と同様に、図２１においても偶数フレームの形成は期間ＴｅAから
開始する。期間ＴｅA前の状態は前フレーム（即ち、直前の奇数フレーム）の形成が終了
後の状態であり、基本的には、図２１に示す奇数フレーム形成が終了した期間ＴｏE以降
の状態と同様である。
【０１６８】
　　［期間ＴｏY以前］
　この状態では、ある一定値の電圧をＶ0として、共通電極駆動回路７３から、共通電極
線ＣＬ1，ＣＬ3，ＣＬ5には、Ｖ0＋５ボルト（＝５ボルト）、共通電極線ＣＬ2，ＣＬ4に
はＶ0－５ボルト（＝－５ボルト）の電圧が印加されている。Ｖｐｘ1_1～Ｖｐｘ4_1の値
は、直前の奇数フレーム形成時に、映像信号線ＶＬ1を介して印加された電圧が、第１保
持容量２４や第２保持容量２５によって保持された電圧の値である。実施例２における図
１７と同様に、Ｖｐｘ1_1，Ｖｐｘ3_1はＶ0＋３ボルト（＝３ボルト）、Ｖｐｘ2_1，Ｖｐ
ｘ4_1はＶ0－３ボルト（＝－３ボルト）である。
【０１６９】
　　［期間ＴｏZ］
　期間ＴｏZにおいては、共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ1にＶ0－５ボルト（
＝－５ボルト）の電圧が印加される（即ち、共通電極線ＣＬ1の電圧は＋５ボルトから－
５ボルトとなる）。尚、期間ＴｏZで共通電極線ＣＬ1の電圧を変えるのは、期間ＴｅA～
ＴｅDにおいて、共通電極線ＣＬ2～ＣＬ5の電圧の変化が１Ｈ毎に起こることに合わせた
ものである。後述する実施例４、実施例５においても同様である。
【０１７０】
　　［期間ＴｅA］
　期間ＴｅAにおいては、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0－３ボ
ルト（＝－３ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ1に走査パルスが印加される。また、
共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ2にＶ0＋５ボルト（＝５ボルト）の電圧が印加
される（即ち、共通電極線ＣＬ2の電圧は－５ボルトから５ボルトとなる）。
【０１７１】
　実施例１で説明したと同様に、期間ＴｅAにおいては、走査信号線ＳＬ1の走査パルスに
より１行目の単位表示領域ＵＡ1_1～ＵＡ1_4の各単位表示領域ＵＡの第１画素電極２０Ａ
と第２画素電極２０Ｂとに－３ボルトの電圧が印加される。印加された電圧は、走査信号
線ＳＬ1の走査パルス終了後も、各単位表示領域ＵＡの第１保持容量２４や第２保持容量
２５によって保持される。
【０１７２】
　　［期間ＴｅB］
　期間ＴｅBにおいては、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0＋３ボ
ルト（＝３ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ2に走査パルスが印加される。また、共
通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ3にＶ0－５ボルト（＝－５ボルト）の電圧が印加
される（即ち、共通電極線ＣＬ3の電圧は５ボルトから－５ボルトとなる）。
【０１７３】
　上述したと同様に、期間ＴｅBにおいては、走査信号線ＳＬ2の走査パルスにより２行目
の単位表示領域ＵＡ2_1～ＵＡ2_4の各単位表示領域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第２画素
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電極２０Ｂとに３ボルトの電圧が印加される。印加された電圧は、走査信号線ＳＬ2の走
査パルス終了後も、各単位表示領域ＵＡの第１保持容量２４や第２保持容量２５によって
保持される。
【０１７４】
　　［期間ＴｅC］
　期間ＴｅCにおいては、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0－３ボ
ルト（＝－３ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ3に走査パルスが印加される。また、
共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ4にＶ0＋５ボルト（＝５ボルト）の電圧が印加
される（即ち、共通電極線ＣＬ4の電圧は－５ボルトから＋５ボルトとなる）。
【０１７５】
　上述したと同様に、期間ＴｅCにおいては、走査信号線ＳＬ3の走査パルスにより３行目
の単位表示領域ＵＡ3_1～ＵＡ3_4の各単位表示領域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第２画素
電極２０Ｂとに－３ボルトの電圧が印加される。印加された電圧は、走査信号線ＳＬ3の
走査パルス終了後も、各単位表示領域ＵＡの第１保持容量２４や第２保持容量２５によっ
て保持される。
【０１７６】
　　［期間ＴｅD］
　期間ＴｅDにおいては、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0＋３ボ
ルト（＝３ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ4に走査パルスが印加される。また、共
通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ5に印加する電位をＶ0－５ボルト（＝－５ボルト
）の電圧が印加される（即ち、共通電極線ＣＬ5の電圧は５ボルトから－５ボルトとなる
）。
【０１７７】
　上述したと同様に、期間ＴｅDにおいては、走査信号線ＳＬ4の走査パルスにより４行目
の単位表示領域ＵＡ4_1～ＵＡ4_4の各単位表示領域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第２画素
電極２０Ｂとに３ボルトの電圧が印加される。印加された電圧は、走査信号線ＳＬ4の走
査パルス終了後も、各単位表示領域ＵＡの第１保持容量２４や第２保持容量２５によって
保持される。
【０１７８】
　以上説明した期間ＴｅA～ＴｅDの動作により偶数フレームの形成が終了する。実施例１
の図９における偶数フレームの形成と同様に、実施例３において偶数フレームの形成が終
了した期間ＴｅEの時点においても、
　反射領域ＲＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ2＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ3＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ4＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ4＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ5＝　８ボルト
となる。従って、偶数フレームの形成が終了した時点において、各反射領域ＲＡの第１画
素電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差の絶対値は２ボルト、各透過領域ＴＡの
第２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差の絶対値は８ボルトである。従っ
て、透過領域ＴＡと反射領域ＲＡの動作モードの相違が電気的に補償され、設計上最大の
白表示状態より若干暗い白表示状態の画像が表示される。
【０１７９】
　次いで、奇数フレームの形成について説明する。奇数フレームの形成は期間ＴｏAから
開始する。期間ＴｏA前の状態は前フレーム（即ち、直前の偶数フレーム）の形成が終了
後の状態であり、基本的には、図２１に示す偶数フレーム形成が終了した期間ＴｅE以降
の状態と同様である。
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【０１８０】
　期間ＴｏA～期間ＴｏDにおける動作は、基本的に上述した［期間ＴｅA］～［期間ＴｅD

］について説明したと同様であり、映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4や共通電極線ＣＬ1～ＣＬ5に
印加する電圧の波形を反転させればよいので、説明を省略する。
【０１８１】
　期間ＴｏA～ＴｏDの動作により奇数フレームの形成が終了する。実施例１の図９におけ
る奇数フレームの形成と同様に、実施例３において奇数フレームの形成が終了した期間Ｔ
ｏEの時点においても、
　反射領域ＲＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ2＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ3＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ4＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ4＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ5＝－８ボルト
となる。偶数フレームとは極性が反転しているが、各反射領域ＲＡの第１画素電極２０Ａ
と第１対向電極２１との間の電位差の絶対値は２ボルト、各透過領域ＴＡの第２画素電極
２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差の絶対値は８ボルトである。従って、透過領域
ＴＡと反射領域ＲＡの動作モードの相違が電気的に補償され、設計上最大の白表示状態よ
り若干暗い白表示状態の画像が表示される。
【０１８２】
　偶数フレームと奇数フレームにおいて、第１対向電極２１と第２対向電極２２とに印加
されている電圧の関係は、実施例１で説明したと同様である。
【０１８３】
　即ち、偶数フレームと奇数フレームにおいて、第１対向電極２１と第２対向電極２２と
に印加されている電圧の関係は以下の通りである。即ち、例えば、偶数番目のフレームを
形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線ＳＬによる走査が完了したとき、或る
単位表示領域ＵＡについて、第１対向電極２１に印加されている第１の電圧をＶ1_evenF

、第２対向電極２２に印加されている第２の電圧をＶ2_evenFと表し、奇数番目のフレー
ムを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線ＳＬによる走査が完了したとき、
該或る単位表示領域ＵＡについて、第１対向電極２１に印加されている第１の電圧をＶ1_

oddF、第２対向電極２２に印加されている第２の電圧をＶ2_oddFと表す。そして、Ｖ1_ev

enF－Ｖ2_evenF＝－（Ｖ1_oddF－Ｖ2_oddF)という関係を満たされている。実施例３の液
晶表示装置においても、液晶層３０に印加される電界の方向がフレーム毎に変化し、長時
間一方向に電界が印加されることによる液晶の劣化を防止することができる。各単位表示
領域ＵＡにおける対向電極を基準とした画素電極の電圧の極性は、上述した実施例１にお
ける図１１の（Ａ）及び（Ｂ）と同様である。
【０１８４】
　また、この場合において、Ｖ1_evenF＝Ｖ2_oddF、且つ、Ｖ1_oddF＝Ｖ2_evenFという関
係が満たされている。この関係を満たすことにより、実施例２と同様に、第１対向電極２
１に印加される第１の電圧、第２対向電極２２に印加される第２の電圧、及び、第１画素
電極２０Ａあるいは第２画素電極２０Ｂに印加される第３の電圧の変動幅を低減すること
ができるので、液晶表示装置の低消費電力化を図ることができる。
【０１８５】
　次いで、或る１フレームを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線ＳＬによ
る走査が完了した時点の関係に注目すると、第ｍ番目（但し、ｍ＝１，２，…，Ｍ）の走
査信号線ＳＬmに対応する各単位表示領域ＵＡにおいて、実施例１と同様に、第１対向電
極２１には、第１の電圧Ｖ1_mが印加されており、第２対向電極２２には、第２の電圧Ｖ2

_mが印加されている。そして、実施例２と同様に、電圧Ｖ1_mは、ｍの値が奇数の場合に



(35) JP 4407690 B2 2010.2.3

10

20

30

40

50

は一定値Ｖ1_odd、ｍの値が偶数の場合にはＶ1_oddとは異なる一定値Ｖ1_evenであり、電
圧Ｖ2_mは、ｍの値が奇数の場合には一定値Ｖ2_odd、ｍの値が偶数の場合にはＶ2_oddと
は異なる一定値Ｖ2_evenという関係を満たしている。また、これに加えて、Ｖ1_odd＝Ｖ2

_even、且つ、Ｖ1_even＝Ｖ2_oddという関係を満たしている。この関係を満たす実施例３
の液晶表示装置においても、奇数番目の走査信号線ＳＬに対応する各単位表示領域ＵＡと
、偶数番目の走査信号線ＳＬに対応する各単位表示領域ＵＡとで、印加される電圧の極性
が反転する。これにより、表示画像のフリッカを低減することができる。奇数行目／偶数
行目の各単位表示領域ＵＡにおける、第１の電圧Ｖ1、第２の電圧Ｖ2、第３の電圧Ｖ3と
の関係は、上述した実施例２における図１８と同様である。
【０１８６】
　上述した関係を満たす実施例３の液晶表示装置にあっては、実施例２と同様に、白表示
状態で駆動する際に共通電極線ＣＬに印加する電圧は－５ボルト～５ボルトであり、映像
信号線ＶＬに印加する電圧は－３ボルト～３ボルトである。従って、実施例３の液晶表示
装置によれば、第１対向電極２１に印加される第１の電圧、第２対向電極２２に印加され
る第２の電圧、及び、第１画素電極２０Ａあるいは第２画素電極２０Ｂに印加される第３
の電圧の変動幅を低減することができ、さらに、共通電極線の本数の削減を図ることがで
きる。
【実施例４】
【０１８７】
　実施例４も本発明の液晶表示装置に関する。実施例３に対し、各共通電極線には同種の
画素電極のみが接続されている点が、主に相違する。
【０１８８】
　図２２は、実施例４の液晶表示装置４の模式的な構成図である。図２３は、実施例４の
液晶表示装置４の白表示状態における動作の模式的なタイミングチャートである。
【０１８９】
　図２２に示すように、実施例４の液晶表示装置４は、Ｐ本（但し、Ｐ＝Ｍ＋１、図２２
に示す例では、Ｍ＝４なのでＰ＝５である）の共通電極線ＣＬを備えている。そして、第
ｐ番目（但し、ｐは２以上Ｍ以下の自然数）の共通電極線ＣＬpには、第ｍ’番目（但し
、ｍ’＝ｐ－１）と第（ｍ’＋１）番目の走査信号線ＳＬm'，ＳＬm'+1に対応する各単位
表示領域ＵＡの第１対向電極２１あるいは第２対向電極２２のうち、いずれか一方の対向
電極が接続されている。図２２に示す例では、共通電極線ＣＬ2には透過領域ＴＡの第２
対向電極２２が接続されており、共通電極線ＣＬ3には反射領域ＲＡの第１対向電極２１
が接続されており、共通電極線ＣＬ4には透過領域ＴＡの第２対向電極２２が接続されて
いる。
【０１９０】
　そして、第１番目の走査信号線ＳＬ1に対応する各単位表示領域ＵＡの第１対向電極２
１あるいは第２対向電極２２のうち、第２番目の共通電極線ＣＬ2に接続されていない電
極（図２２に示す例では、反射領域ＲＡの第１対向電極２１）と、第１番目の共通電極線
ＣＬ1とが接続されている。
【０１９１】
　また、第Ｍ番目（図２２に示す例では、Ｍ＝４）の走査信号線ＳＬMに対応する各単位
表示領域ＵＡの第１対向電極２１あるいは第２対向電極２２のうち、第（Ｐ－１）番目（
図２２に示す例では、Ｐ－１＝４）の共通電極線ＣＬP-1に接続されていない電極（図２
２に示す例では、反射領域ＲＡの第１対向電極２１）と、第Ｐ番目（図２２に示す例では
、Ｐ＝５）の共通電極線ＣＬPとが接続されている。
【０１９２】
　そして、第１対向電極２１には、第１対向電極２１に接続された共通電極線ＣＬを介し
て第１の電圧が印加されており、第２対向電極２２には、第２対向電極２２に接続された
共通電極線ＣＬを介して第２の電圧が印加されている。これにより、各行目の単位表示領
域ＵＡの第１対向電極２１には共通の第１の電圧が印加され、各第２対向電極２２には共
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通の第２の電圧が印加される。
【０１９３】
　図２２に示すように、実施例４の液晶表示装置４においては、共通電極線ＣＬを挟んで
反射領域ＲＡ同士、あるいは、透過領域ＴＡ同士が対向するように、単位表示領域ＵＡが
配置される。
【０１９４】
　図２３において、「Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1」は、単位表示領域ＵＡ1_1に対応する第１画素
電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差に対応し、「Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2」は、単位
表示領域ＵＡ1_1に対応する第２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差に対
応する。同様に、「Ｖｐｘ2_1－ＣＬ2」は、単位表示領域ＵＡ2_1に対応する第２画素電
極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差に対応し、「Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3」は、単位表
示領域ＵＡ2_1に対応する第１画素電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差に対応
する。「Ｖｐｘ3_1－ＣＬ3」～「Ｖｐｘ4_1－ＣＬ5」についても同様である。
【０１９５】
　即ち、「Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1」～「Ｖｐｘ4_1－ＣＬ5」に示す波形は、それぞれ、図２２
に示す１列目の単位表示領域列を構成する反射領域ＲＡ1_1、透過領域ＴＡ1_1、透過領域
ＴＡ2_1、反射領域ＲＡ2_1、反射領域ＲＡ3_1、透過領域ＴＡ3_1、透過領域ＴＡ4_1、反
射領域ＲＡ4_1における、画素電極と対向電極間の電位差の波形を表す（尚、上述した実
施例１（変形例を除く）、実施例２（変形例を除く）、実施例３に対し、反射領域ＲＡと
透過領域ＴＡとの対応が一部入れ替わることに留意されたい）。
【０１９６】
　以下、図２３を参照して、実施例４の液晶表示装置４の白表示状態における動作を説明
する。
【０１９７】
　上述した他の実施例と同様に、図２３においても偶数フレームの形成は期間ＴｅAから
開始する。期間ＴｅA前の状態は前フレーム（即ち、直前の奇数フレーム）の形成が終了
後の状態であり、基本的には、図２３に示す奇数フレーム形成が終了した期間ＴｏE以降
の状態と同様である。尚、実施例４の液晶表示装置４においては、映像信号線ＶＬにはフ
レーム毎に反転する映像信号が印加される。
【０１９８】
　　［期間ＴｏY以前］
　この状態では、ある一定値の電圧をＶ0として、共通電極駆動回路７３から、共通電極
線ＣＬ1，ＣＬ3，ＣＬ5には、Ｖ0＋５ボルト（＝５ボルト）、共通電極線ＣＬ2，ＣＬ4に
はＶ0－５ボルト（＝－５ボルト）の電圧が印加されている。Ｖｐｘ1_1～Ｖｐｘ4_1の値
は、直前の奇数フレーム形成時に、映像信号線ＶＬ1を介して印加された電圧が、第１保
持容量２４や第２保持容量２５によって保持された電圧の値である。Ｖｐｘ1_1，Ｖｐｘ2

_1、Ｖｐｘ3_1，Ｖｐｘ4_1の値はＶ0＋３ボルト（＝３ボルト）である。
【０１９９】
　　［期間ＴｏZ］
　期間ＴｏZにおいては、共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ1にＶ0－５ボルト（
＝－５ボルト）の電圧が印加される（即ち、共通電極線ＣＬ1の電圧は５ボルトから－５
ボルトとなる）。
【０２００】
　　［期間ＴｅA］
　期間ＴｅAにおいては、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0－３ボ
ルト（＝－３ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ1に走査パルスが印加される。また、
共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ2にＶ0＋５ボルト（＝５ボルト）の電圧が印加
される（即ち、共通電極線ＣＬ2の電圧は－５ボルトから５ボルトとなる）。
【０２０１】
　期間ＴｅAにおいては、走査信号線ＳＬ1の走査パルスにより１行目の単位表示領域ＵＡ
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1_1～ＵＡ1_4の各単位表示領域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第２画素電極２０Ｂとに－３
ボルトの電圧が印加される。印加された電圧は、走査信号線ＳＬ1の走査パルス終了後も
、各単位表示領域ＵＡの第１保持容量２４や第２保持容量２５によって保持される。
【０２０２】
　　［期間ＴｅB］
　期間ＴｅBにおいても、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0－３ボ
ルト（＝－３ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ2に走査パルスが印加される。また、
共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ3にＶ0－５ボルト（＝－５ボルト）の電圧が印
加される（即ち、共通電極線ＣＬ3の電圧は５ボルトから－５ボルトとなる）。
【０２０３】
　期間ＴｅBにおいては、走査信号線ＳＬ2の走査パルスにより２行目の単位表示領域ＵＡ

2_1～ＵＡ2_4の各単位表示領域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第２画素電極２０Ｂとに－３
ボルトの電圧が印加される。印加された電圧は、走査信号線ＳＬ2の走査パルス終了後も
、各単位表示領域ＵＡの第１保持容量２４や第２保持容量２５によって保持される。
【０２０４】
　　［期間ＴｅC］
　期間ＴｅCにおいても、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0－３ボ
ルト（＝－３ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ3に走査パルスが印加される。また、
共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ4にＶ0＋５ボルト（＝５ボルト）の電圧が印加
される（即ち、共通電極線ＣＬ4の電圧は－５ボルトから＋５ボルトとなる）。
【０２０５】
　期間ＴｅCにおいては、走査信号線ＳＬ3の走査パルスにより３行目の単位表示領域ＵＡ

3_1～ＵＡ3_4の各単位表示領域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第２画素電極２０Ｂとに－３
ボルトの電圧が印加される。印加された電圧は、走査信号線ＳＬ3の走査パルス終了後も
、各単位表示領域ＵＡの第１保持容量２４や第２保持容量２５によって保持される。
【０２０６】
　　［期間ＴｅD］
　期間ＴｅDにおいても、映像信号駆動回路７２から映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4にＶ0－３ボ
ルト（＝－３ボルト）が印加され、走査信号線ＳＬ4に走査パルスが印加される。また、
共通電極駆動回路７３から共通電極線ＣＬ5にＶ0－５ボルト（＝－５ボルト）の電圧が印
加される（即ち、共通電極線ＣＬ5の電圧は５ボルトから－５ボルトとなる）。
【０２０７】
　期間ＴｅDにおいては、走査信号線ＳＬ4の走査パルスにより４行目の単位表示領域ＵＡ

4_1～ＵＡ4_4の各単位表示領域ＵＡの第１画素電極２０Ａと第２画素電極２０Ｂとに－３
ボルトの電圧が印加される。印加された電圧は、走査信号線ＳＬ4の走査パルス終了後も
、各単位表示領域ＵＡの第１保持容量２４や第２保持容量２５によって保持される。
【０２０８】
　以上説明した期間ＴｅA～ＴｅDの動作により偶数フレームの形成が終了する。偶数フレ
ームの形成が終了した期間ＴｅEの時点において、
　反射領域ＲＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2＝－８ボルト
　透過領域ＴＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ2＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3＝　２ボルト
　反射領域ＲＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ3＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ4＝－８ボルト
　透過領域ＴＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ4＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ5＝　２ボルト
となる。偶数フレームの形成が終了した時点において、各反射領域ＲＡの第１画素電極２
０Ａと第１対向電極２１との間の電位差の絶対値は２ボルト、各透過領域ＴＡの第２画素
電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差の絶対値は８ボルトである。従って、透過
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領域ＴＡと反射領域ＲＡの動作モードの相違が電気的に補償され、設計上最大の白表示状
態より若干暗い白表示状態の画像が表示される。
【０２０９】
　次いで、奇数フレームの形成について説明する。奇数フレームの形成は期間ＴｏAから
開始する。期間ＴｏA前の状態は前フレーム（即ち、直前の偶数フレーム）の形成が終了
後の状態であり、基本的には、図２３に示す偶数フレーム形成が終了した期間ＴｅE以降
の状態と同様である。

【０２１０】
　期間ＴｏA～期間ＴｏDにおける動作は、基本的に上述した［期間ＴｅA］～［期間ＴｅD

］について説明したと同様であり、映像信号線ＶＬ1～ＶＬ4や共通電極線ＣＬ1～ＣＬ5に
印加する電圧の波形を反転させればよいので、説明を省略する。
【０２１１】
　期間ＴｏA～ＴｏDの動作により奇数フレームの形成が終了する。奇数フレームの形成が
終了した期間ＴｏEの時点において、
　反射領域ＲＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2＝　８ボルト
　透過領域ＴＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ2＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3＝－２ボルト
　反射領域ＲＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ3＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ4＝　８ボルト
　透過領域ＴＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ4＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ5＝－２ボルト
となる。偶数フレームとは極性が反転しているが、各反射領域ＲＡの第１画素電極２０Ａ
と第１対向電極２１との間の電位差の絶対値は２ボルト、各透過領域ＴＡの第２画素電極
２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差の絶対値は８ボルトである。従って、透過領域
ＴＡと反射領域ＲＡの動作モードの相違が電気的に補償され、設計上最大の白表示状態よ
り若干暗い白表示状態の画像が表示される。
【０２１２】
　偶数フレームと奇数フレームにおいて、第１対向電極２１と第２対向電極２２とに印加
されている電圧の関係は、実施例１で説明したと同様である。
【０２１３】
　即ち、偶数フレームと奇数フレームにおいて、第１対向電極２１と第２対向電極２２と
に印加されている電圧の関係は以下の通りである。即ち、例えば、偶数番目のフレームを
形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線ＳＬによる走査が完了したとき、或る
単位表示領域ＵＡについて、第１対向電極２１に印加されている第１の電圧をＶ1_evenF

、第２対向電極２２に印加されている第２の電圧をＶ2_evenFと表し、奇数番目のフレー
ムを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線ＳＬによる走査が完了したとき、
該或る単位表示領域ＵＡについて、第１対向電極２１に印加されている第１の電圧をＶ1_

oddF、第２対向電極２２に印加されている第２の電圧をＶ2_oddFと表す。そして、Ｖ1_ev

enF－Ｖ2_evenF＝－（Ｖ1_oddF－Ｖ2_oddF)という関係を満たされている。実施例４の液
晶表示装置においても、液晶層３０に印加される電界の方向がフレーム毎に変化し、長時
間一方向に電界が印加されることによる液晶の劣化を防止することができる。図２４の（
Ａ）に、偶数フレームにおいて、各単位表示領域ＵＡにおける対向電極を基準とした画素
電極の電圧の極性を示す。図２４の（Ｂ）に、奇数フレームにおいて、各単位表示領域Ｕ
Ａにおける対向電極を基準とした画素電極の電圧の極性を示す。
【０２１４】
　また、この場合において、Ｖ1_evenF＝Ｖ2_oddF、且つ、Ｖ1_oddF＝Ｖ2_evenFという関
係が満たされている。この関係を満たすことにより、後述するように、第１対向電極２１
に印加される第１の電圧、第２対向電極２２に印加される第２の電圧、及び、第１画素電
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極２０Ａあるいは第２画素電極２０Ｂに印加される第３の電圧の変動幅を低減することが
できるので、液晶表示装置の低消費電力化を図ることができる。
【０２１５】
　次いで、或る１フレームを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線ＳＬによ
る走査が完了した時点の関係に注目すると、第ｍ番目（但し、ｍ＝１，２，…，Ｍ）の走
査信号線ＳＬmに対応する各単位表示領域ＵＡにおいて、
　第１対向電極２１には、第１の電圧Ｖ1_mが印加されており、
　第２対向電極２２には、第２の電圧Ｖ2_mが印加されており、更に、
　電圧Ｖ2_mは、一定値Ｖ2_constであり、
　電圧Ｖ1_mは、Ｖ2_constとは異なる、一定値Ｖ1_const、
である関係をみたしている。この構成においては、フレーム毎に各単位表示領域ＵＡに印
加される電圧の極性が反転し、フリッカを低減することができる。
【０２１６】
　上述した関係を満たす実施例４の液晶表示装置にあっては、実施例２あるいは実施例３
と同様に、白表示状態で駆動する際に共通電極線ＣＬに印加する電圧は－５ボルト～５ボ
ルトであり、映像信号線ＶＬに印加する電圧は－３ボルト～３ボルトである。
【０２１７】
　従って、実施例４の液晶表示装置によれば、第１対向電極２１に印加される第１の電圧
、第２対向電極２２に印加される第２の電圧、及び、第１画素電極２０Ａあるいは第２画
素電極２０Ｂに印加される第３の電圧の変動幅を低減することができ、さらに、共通電極
線の本数の削減を図ることができる。また、反射領域ＲＡ同士が対向する領域にあっては
、実施例１の変形例で説明したと同様に、反射領域ＲＡに設けられる反射板等を複数の単
位表示領域ＵＡに亙るように連続して形成することができる。透過領域に形成される種々
の構成要素についても同様である。上述した構成によれば、反射板等の分割工程等が不要
となり、液晶表示装置の構造上の余裕度をより大きなものとすることができる。
【実施例５】
【０２１８】
　実施例５も本発明の液晶表示装置に関する。実施例３に対し、各共通電極線ＣＬがジグ
ザグ状に接続されている点が、主に相違する。
【０２１９】
　図２５は、実施例５の液晶表示装置５の模式的な構成図である。図２６及び図２７は、
実施例５の液晶表示装置５の白表示状態における動作の模式的なタイミングチャートであ
る。
【０２２０】
　図２５に示すように、実施例５の液晶表示装置５は、Ｐ本（但し、Ｐ＝Ｍ＋２、図２５
に示す例では、Ｍ＝４なのでＰ＝６である）の共通電極線ＣＬを備えている。そして、第
ｍ’番目（但し、ｍ’はＭ以下の自然数）の走査信号線ＳＬm'に対応する各単位表示領域
ＵＡにおいて、奇数番目の映像信号線ＶＬに対応する単位表示領域ＵＡにおける第１対向
電極２１あるいは第２対向電極２２のいずれか一方の電極と、偶数番目の映像信号線ＶＬ
に対応する単位表示領域ＵＡの第１対向電極２１あるいは第２対向電極２２の他方の電極
とが、第ｐ番目（但し、ｐ＝ｍ’＋１）の共通電極線ＣＬpに接続されている。
【０２２１】
　そして、第（ｐ－１）番目の共通電極線ＣＬp-1あるいは第（ｐ＋１）番目の共通電極
線ＣＬp+1のいずれか一方の共通電極線ＣＬと、奇数番目の映像信号線ＶＬに対応する単
位表示領域ＵＡにおける第１対向電極２１あるいは第２対向電極２２のうち、第ｐ番目の
共通電極線ＣＬpに接続されていない電極とが接続されている。
【０２２２】
　更に、第（ｐ－１）番目の共通電極線ＣＬp-1あるいは第（ｐ＋１）番目の共通電極線
ＣＬp+1の他方の共通電極線ＣＬと、偶数番目の映像信号線ＶＬに対応する単位表示領域
ＵＡにおける第１対向電極２１あるいは第２対向電極２２のうち、第ｐ番目の共通電極線
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ＣＬpに接続されていない電極とが接続されている。
【０２２３】
　そして、第１対向電極２１には、第１対向電極２１に接続された共通電極線ＣＬを介し
て第１の電圧が印加されており、第２対向電極２２には、第２対向電極２２に接続された
共通電極線ＣＬを介して第２の電圧が印加されている。これにより、各行目の単位表示領
域ＵＡの第１対向電極２１には共通の第１の電圧が印加され、各第２対向電極２２には共
通の第２の電圧が印加される。
【０２２４】
　実施例５の液晶表示装置５は、図２５に示す１列目及び３列目の単位表示領域列ＵＡ1_

1～ＵＡ4_1，ＵＡ1_3～ＵＡ4_3から成る第１のグループと、２列目及び４列目の単位表示
領域列ＵＡ1_2～ＵＡ4_2，ＵＡ1_4～ＵＡ4_4から成る第２のグループとが、それぞれ異な
るタイミングで、実施例３で説明したと同様の動作を行うとして説明できるので、詳細な
説明は省略する。尚、実施例５の液晶表示装置５にあっては、奇数番目の映像信号線ＶＬ
に印加される映像信号と、偶数番目の映像信号線ＶＬとに印加される映像信号とが、反転
した関係にある必要がある。この点は、実施例３とは相違する。図２６は第１のグループ
についてのタイミングチャートであり、図２７は第２のグループについてのタイミングチ
ャートである。
【０２２５】
　図２６において、「Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1」は、単位表示領域ＵＡ1_1に対応する第１画素
電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差に対応し、「Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2」は、単位
表示領域ＵＡ1_1に対応する第２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差に対
応する。「Ｖｐｘ2_1－ＣＬ2」～「Ｖｐｘ4_1－ＣＬ5」についても同様である。
【０２２６】
　　即ち、「Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1」～「Ｖｐｘ4_1－ＣＬ5」に示す波形は、実施例３と同様
に、それぞれ、図２５に示す１列目の単位表示領域列を構成する反射領域ＲＡ1_1、透過
領域ＴＡ1_1、反射領域ＲＡ2_1、透過領域ＴＡ2_1、反射領域ＲＡ3_1、透過領域ＴＡ3_1

、反射領域ＲＡ4_1、透過領域ＴＡ4_1における、画素電極と対向電極間の電位差の波形を
表す。
【０２２７】
　一方、図２７において、「Ｖｐｘ1_2－ＣＬ2」は、単位表示領域ＵＡ1_2に対応する第
１画素電極２０Ａと第１対向電極２１との間の電位差に対応し、「Ｖｐｘ1_2－ＣＬ3」は
、単位表示領域ＵＡ1_2に対応する第２画素電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位
差に対応する。「Ｖｐｘ2_2－ＣＬ3」～「Ｖｐｘ4_2－ＣＬ6」についても同様である。
【０２２８】
　即ち、「Ｖｐｘ1_2－ＣＬ2」～「Ｖｐｘ4_2－ＣＬ6」に示す波形は、実施例３と同様に
、それぞれ、図２５に示す２列目の単位表示領域列を構成する反射領域ＲＡ1_2、透過領
域ＴＡ1_2、反射領域ＲＡ2_2、透過領域ＴＡ2_2、反射領域ＲＡ3_2、透過領域ＴＡ3_2、
反射領域ＲＡ4_2、透過領域ＴＡ4_2における、画素電極と対向電極間の電位差の波形を表
す。
【０２２９】
　図２６及び図２７に示す動作は、基本的には実施例３で説明したと同様の動作であるの
で説明は省略する。実施例５においても、図２６及び図２７に示す期間ＴｅA～ＴｅDの動
作により偶数フレームの形成が終了する。
【０２３０】
　偶数フレームの形成が終了した期間ＴｅEの時点において、図２６に示すように、
　反射領域ＲＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ2＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ3＝　２ボルト
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　透過領域ＴＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ4＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ4＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ5＝　８ボルト
となる。また、図２７に示すように、
　反射領域ＲＡ1_2における電位差　…　Ｖｐｘ1_2－ＣＬ2＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ1_2における電位差　…　Ｖｐｘ1_2－ＣＬ3＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ2_2における電位差　…　Ｖｐｘ2_2－ＣＬ3＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ2_2における電位差　…　Ｖｐｘ2_2－ＣＬ4＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ3_2における電位差　…　Ｖｐｘ3_3－ＣＬ4＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ3_2における電位差　…　Ｖｐｘ3_3－ＣＬ5＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ4_2における電位差　…　Ｖｐｘ4_4－ＣＬ5＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ4_2における電位差　…　Ｖｐｘ4_4－ＣＬ6＝－８ボルト
となる。偶数フレームの形成が終了した時点において、各反射領域ＲＡの第１画素電極２
０Ａと第１対向電極２１との間の電位差の絶対値は２ボルト、各透過領域ＴＡの第２画素
電極２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差の絶対値は８ボルトである。従って、透過
領域ＴＡと反射領域ＲＡの動作モードの相違が電気的に補償され、設計上最大の白表示状
態より若干暗い白表示状態の画像が表示される。
【０２３１】
　また、期間ＴｏA～ＴｏDの動作により奇数フレームの形成が終了する。奇数フレームの
形成が終了した期間ＴｏEの時点において、図２６に示すように、
　反射領域ＲＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ1＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ1_1における電位差　…　Ｖｐｘ1_1－ＣＬ2＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ2＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ2_1における電位差　…　Ｖｐｘ2_1－ＣＬ3＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ3＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ3_1における電位差　…　Ｖｐｘ3_1－ＣＬ4＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ4＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ4_1における電位差　…　Ｖｐｘ4_1－ＣＬ5＝－８ボルト
となる。また、図２７に示すように、
　反射領域ＲＡ1_2における電位差　…　Ｖｐｘ1_2－ＣＬ2＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ1_2における電位差　…　Ｖｐｘ1_2－ＣＬ3＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ2_2における電位差　…　Ｖｐｘ2_2－ＣＬ3＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ2_2における電位差　…　Ｖｐｘ2_2－ＣＬ4＝　８ボルト
　反射領域ＲＡ3_2における電位差　…　Ｖｐｘ3_3－ＣＬ4＝　２ボルト
　透過領域ＴＡ3_2における電位差　…　Ｖｐｘ3_3－ＣＬ5＝－８ボルト
　反射領域ＲＡ4_2における電位差　…　Ｖｐｘ4_4－ＣＬ5＝－２ボルト
　透過領域ＴＡ4_2における電位差　…　Ｖｐｘ4_4－ＣＬ6＝　８ボルト
となる。偶数フレームとは極性が反転しているが、各反射領域ＲＡの第１画素電極２０Ａ
と第１対向電極２１との間の電位差の絶対値は２ボルト、各透過領域ＴＡの第２画素電極
２０Ｂと第２対向電極２２との間の電位差の絶対値は８ボルトである。従って、透過領域
ＴＡと反射領域ＲＡの動作モードの相違が電気的に補償され、設計上最大の白表示状態よ
り若干暗い白表示状態の画像が表示される。図２８の（Ａ）に、偶数フレームにおいて、
各単位表示領域ＵＡにおける対向電極を基準とした画素電極の電圧の極性を示す。図２８
の（Ｂ）に、奇数フレームにおいて、各単位表示領域ＵＡにおける対向電極を基準とした
画素電極の電圧の極性を示す。
【０２３２】
　偶数フレームと奇数フレームにおいて、第１対向電極２１と第２対向電極２２とに印加
されている電圧の関係は、実施例１で説明したと同様である。
【０２３３】
　即ち、偶数フレームと奇数フレームにおいて、第１対向電極２１と第２対向電極２２と
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に印加されている電圧の関係は以下の通りである。即ち、例えば、偶数番目のフレームを
形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線ＳＬによる走査が完了したとき、或る
単位表示領域ＵＡについて、第１対向電極２１に印加されている第１の電圧をＶ1_evenF

、第２対向電極２２に印加されている第２の電圧をＶ2_evenFと表し、奇数番目のフレー
ムを形成するための第１番目乃至第Ｍ番目の走査信号線ＳＬによる走査が完了したとき、
該或る単位表示領域ＵＡについて、第１対向電極２１に印加されている第１の電圧をＶ1_

oddF、第２対向電極２２に印加されている第２の電圧をＶ2_oddFと表す。そして、Ｖ1_ev

enF－Ｖ2_evenF＝－（Ｖ1_oddF－Ｖ2_oddF)という関係を満たされている。実施例５の液
晶表示装置５においても、液晶層３０に印加される電界の方向がフレーム毎に変化し、長
時間一方向に電界が印加されることによる液晶の劣化を防止することができる。これに加
えて、実施例５の液晶表示装置においては、図２８の（Ａ）及び（Ｂ）に示すように、市
松状に極性が反転する。これにより、フリッカが軽減し、表示画像を好適なものとするこ
とができる。
【０２３４】
　以上、本発明を好ましい実施例に基づき説明したが、本発明はこれらの実施例に限定さ
れるものではない。実施例にて説明した液晶表示装置の構成、構造は例示であり、適宜変
更することができる。例えば、実施例３乃至実施例５において、実施例１のように片側の
共通電極線を常に一定電圧とする構成とすることもできる。
【０２３５】
　また、上記の各実施例を、ＩＰＳ方式の横電界駆動型の液晶表示装置として説明したが
、他の横電界駆動型の液晶表示装置、例えば、参考文献：S.H.Lee,S.L.Lee and H.Y.Kim,
Appl.Phys.Lett.73,2881(1998).等に記載された、FringeFieldSwitching方式とすること
もできる。
【図面の簡単な説明】
【０２３６】
【図１】図１は、実施例の液晶表示装置について、或る単位表示領域付近における各種構
成要素の配置を説明するための模式的な平面図である。
【図２】図２の（Ａ）は、液晶表示装置を図１においてＡ－Ａで示す線で切断したときの
模式的な端面図である。図２の（Ｂ）は、液晶表示装置を図１においてＢ－Ｂで示す線で
切断したときの端面図である。図２の（Ｃ）は、液晶表示装置を図１においてＣ－Ｃで示
す線で切断したときの端面図である。
【図３】図３の（Ａ）は、液晶表示装置における単位表示領域の構成を模式的に示した図
である。図３の（Ｂ）は、図３の（Ａ）に示す構造のように簡略化して示した図である。
【図４】図４の（Ａ）及び（Ｂ）は、或る単位表示領域においてＶ1＞Ｖ2であるときの、
各電極の電位関係を模式的に示した図である。
【図５】図５の（Ａ）は、反射領域及び透過領域の光の透過率と、画素電極と対向電極と
の間の電位差の絶対値との関係を、模式的に示したものである。図５の（Ｂ）は、図５の
（Ａ）に示す関係を、単位表示領域における表示階調の観点から表した模式図である。
【図６】図６は、Ｖ2_evenF＝Ｖ2_oddFである場合の動作例である。
【図７】図７は、Ｖ1_evenF＝Ｖ2_oddF、且つ、Ｖ1_oddF＝Ｖ2_evenFとした場合の動作例
である。
【図８】図８は、実施例１の液晶表示装置の模式的な構成図である。
【図９】図９は、実施例１の液晶表示装置の白表示状態における動作の模式的なタイミン
グチャートである。
【図１０】図１０は、実施例１の液晶表示装置の黒表示状態における動作の模式的なタイ
ミングチャートである。
【図１１】図１１の（Ａ）は、偶数フレームにおいて、各単位表示領域における対向電極
を基準とした画素電極の電圧の極性を示す。図１１の（Ｂ）は、奇数フレームにおいて、
各単位表示領域における対向電極を基準とした画素電極の電圧の極性を示す。
【図１２】図１２は、奇数行目／偶数行目の各単位表示領域における、第１の電圧Ｖ1、
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第２の電圧Ｖ2、第３の電圧Ｖ3との関係を模式的に示した図である。
【図１３】図１３は、実施例１の液晶表示装置の変形例を示す模式的な構成図である。
【図１４】図１４は、変形例において上述した図９に示す動作に対応する動作を行うとき
の模式的なタイミングチャートを示す。
【図１５】図１５は、変形例において上述した図１０に示す動作に対応する動作を行うと
きの模式的なタイミングチャートを示す。
【図１６】図１６の（Ａ）は、変形例について、偶数フレームにおいて、各単位表示領域
における対向電極を基準とした画素電極の電圧の極性を示す。図１６の（Ｂ）は、奇数フ
レームにおいて、各単位表示領域における対向電極を基準とした画素電極の電圧の極性を
示す。
【図１７】図１７は、実施例２の液晶表示装置の白表示状態における動作の模式的なタイ
ミングチャートである。
【図１８】図１８は、奇数行目／偶数行目の各単位表示領域ＵＡにおける、第１の電圧Ｖ

1、第２の電圧Ｖ2、第３の電圧Ｖ3との関係を模式的に示した図である。
【図１９】図１９は、変形例において上述した図１７に示す動作に対応する動作を行うと
きの模式的なタイミングチャートを示す。
【図２０】図２０は、実施例３の液晶表示装置の模式的な構成図である。
【図２１】図２１は、実施例３の液晶表示装置の白表示状態における動作の模式的なタイ
ミングチャートである。
【図２２】図２２は、実施例４の液晶表示装置の模式的な構成図である。
【図２３】図２３は、実施例４の液晶表示装置の白表示状態における動作の模式的なタイ
ミングチャートである。
【図２４】図２４の（Ａ）は、偶数フレームにおいて、各単位表示領域における対向電極
を基準とした画素電極の電圧の極性を示す。図２４の（Ｂ）は、奇数フレームにおいて、
各単位表示領域における対向電極を基準とした画素電極の電圧の極性を示す。
【図２５】図２５は、実施例５の液晶表示装置の模式的な構成図である。
【図２６】図２６は、実施例５の液晶表示装置の白表示状態における動作の模式的なタイ
ミングチャートである。
【図２７】図２７は、実施例５の液晶表示装置の白表示状態における動作の模式的なタイ
ミングチャートである。
【図２８】図２８の（Ａ）は、偶数フレームにおいて、各単位表示領域における対向電極
を基準とした画素電極の電圧の極性を示す。図２８の（Ｂ）は、奇数フレームにおいて、
各単位表示領域ＵＡにおける対向電極を基準とした画素電極の電圧の極性を示す。
【図２９】図２９の（Ａ）～（Ｄ）は、半透過型液晶表示装置の反射領域と透過領域の両
方を横電界駆動型とした場合の模式図である。図２９の（Ａ）は各構成部材の配置を、図
２９の（Ｂ）は上部基板側から見たときの上部偏光板の偏光軸、液晶層を構成する液晶分
子の分子軸、下部偏光板の偏光軸の配置を、図２９の（Ｃ）及び（Ｄ）は半透過型液晶表
示装置の動作をそれぞれ示す。
【符号の説明】
【０２３７】
１，２，３，４，５・・・液晶表示装置、１０・・・下部基板、１１（ＳＬ）・・・走査
信号線、１２（ＣＬ）・・・共通電極線、１３Ａ・・・第１絶縁膜、１３Ｂ・・・第２絶
縁膜、１４・・・トランジスタ、１５（ＶＬ）・・・映像信号線、１５Ａ・・・舌部、１
５Ｂ・・・導通部、１６，１６Ａ，１６Ｂ・・・第１層間絶縁層、１７・・・反射板、１
８・・・第２層間絶縁層、２０・・・画素電極、２０Ａ・・・第１画素電極（反射領域用
画素電極）、２０Ｂ・・・第２画素電極（透過領域用画素電極）、２１・・・第１対向電
極、２２・・・第２対向電極、２３・・・下部配向膜、２４・・・保持容量、２５・・・
保持容量、３０・・・液晶層、３１・・・液晶分子、４０・・・上部基板、４１・・・ブ
ラックマトリックス、４２・・・カラーフィルター、４３・・・上部配向膜、５０・・・
下部偏光板、５１・・・上部偏光板、６０・・・バックライト、７０・・・制御回路、７
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１・・・走査信号駆動回路、７２・・・映像信号駆動回路、７３・・・共通電極駆動回路
、ＵＡ・・・単位表示領域、ＲＡ・・・反射領域、ＴＡ・・・透過領域
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要解决的问题：通过电补偿透射区域和反射区域之间的操作模式差异，
提供显示质量优异的面内切换模式半透半反液晶显示装置。
ŽSOLUTION：用于构成反射显示区域（A）的第一像素电极和第一对向
电极，用于保持第一像素电极和第一对向电极（B）之间的电位差的第一
存储电容器，第二像素电极和用于构造透射显示区域（C）的第二对电
极，以及用于保持第二像素电极和第二对向电极（D）之间的电位差的第
二存储电容器被配备在单元显示器上地区。将第一电压施加到第一对电
极。将与第一电压不同的第二电压施加到第二对电极。当第一电压由V 1 
表示时，第二电压由V 2 表示，一个电压超出V 1 且V 2 由Hi（V 1 ，V 
2 ）和V 之外的另一个电压表示低于其他电压的1 和V 2 由低（V 1 ，V 
2 ）表示，第三电压等于或低于Hi（V 1 ，V 2 ）且等于或高于低电压
（V ， V 2 ）被施加到第一像素电极和第二像素电极。Ž


